
検索北島町

11月号’18

平成30年10月1日現在
前月より

男 11，318 ＋0
女 11，924 ＋7
計 23，242 ＋7
世帯 9，660 ＋8

江江尻尻八八幡幡神神社社秋秋のの例例大大祭祭、、
だだんんじじりりのの音音がが祭祭りりをを盛盛りり上上げげままししたた。。

町民の動き

ht tps ://www. town .k i t a j ima . l g . j p/

第第886655号号
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音声放送・文字配信内容

①～③を使用して、次の音声が放送されます。
【放送内容】
上りチャイム音
「これは、Jアラートのテストです。」×3回
「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」
下りチャイム音

④、⑤を使用して、次の文字情報が配信されます。
【配信内容】
件名：国民保護情報
本文：これは、Jアラートのテストです。
※⑤には本文のみが配信されます。

情報伝達手段

①防災行政無線
町内の4か所に設置している防災行政無線の屋
外拡声子局（スピーカー）

②戸別受信機
公共施設、要配慮者利用施設（児童などが利用
している施設）に設置している防災行政無線の
戸別受信機

③北島町総合庁舎館内放送

④北島町防災・情報メール
登録制のメール配信サービス
（※登録方法は「町報きたじま7月号」・「北
島町ホームページ」に掲載しています）

⑤文字表示機能付き戸別受信機
聴覚に障がいがある方に貸与している防災行政
無線の戸別受信機

（注）音声放送・文字配信内容については、変更される場合があります。

防防災災行行政政無無線線ななどどをを用用いいたた情情報報伝伝達達試試験験のの実実施施
地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。
この試験は、「全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）」を用いた試験で、北島町以

外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。

⑴ 試験実施日時 11月21日㈬ 11時ごろ

⑵ 試験で行う音声放送・文字配信試験

（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星な

どを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807

最
近
異
常
気
象
が
叫
ば
れ
、
台
風

襲
来
も
コ
ー
ス
が
少
し
ず
つ
変
化
し
、

温
暖
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
各
県

で
の
被
害
が
著
し
い
。
人
間
と
は
勝

手
な
も
の
で
心
の
ど
こ
か
で
、
自
分

達
の
所
に
か
ぎ
っ
て
災
難
は
起
こ
ら

な
い
と
思
い
た
い
も
の
だ
。

全
国
的
に
防
災
が
問
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
お
ら
れ
る

事
と
思
う
。
先
の
台
風
で
、
高
齢
者

等
避
難
準
備
情
報
が
出
て
、
一
人
暮

ら
し
の
知
人
が
役
場
へ
避
難
し
、
一

夜
を
過
ご
し
た
が
、
六
階
の
窓
か
ら

は
容
赦
な
く
雨
が
降
り
込
み
、
と
て

も
恐
い
思
い
を
し
た
そ
う
だ
。
予
算

も
あ
る
だ
ろ
う
が
皆
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
部
屋
が
急
務
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

こ
こ
二
、
三
年
特
に
感
じ
る
の
は

野
菜
が
う
ま
く
育
っ
て
く
れ
な
い
。

毎
年
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
い
る
が
、

今
年
は
ナ
ス
の
実
が
つ
か
ず
葉
が
茶

色
く
レ
ー
ス
に
な
り
、
カ
ブ
は
三
度

植
え
て
三
度
と
も
葉
が
枯
れ
、
そ
の

う
ち
元
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大

根
も
葉
の
先
が
ま
る
く
な
り
、
あ
の

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
す
る
お
い
し
い
お
つ

け
も
の
も
食
べ
ら
れ
な
い
。
年
末
に

か
け
、
野
菜
の
高
騰
が
心
配
だ
。
日

本
の
四
季
の
美
し
さ
も
少
し
ず
つ
く

ず
れ
て
い
る
。
自
然
の
サ
イ
ク
ル
も

変
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
一
人
一
人

の
気
づ
き
で
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
と
思
う
。
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募集人数（平成31年4月入所）
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0歳児

5人
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3人

12人

9人

3人

12人

定 員

200人

35人

70人

60人

105人

70人

27人

80人

保 育 所 名

北島町立保育所

みどり保育園（北島町分）

しらゆり保育園

のぞみ保育園

めばえ保育園

すみれキッズ

とらまる保育園

すみれの花保育園

○定員の都合上、入所調整をいたしま
すので、ご希望の保育所に入所・転
園できないことがあります。予めご
了承ください。
○転園に内定した場合、内定を辞退し
て元の保育所に戻ることはできませ
んので、ご注意ください。
◯必要書類を揃えるのに時間を要する
場合があるので、申込をする場合は
早目に書類を入手してください。

【お問合せ先】
民生児童課 ☎698‒9802※平成30年10月調査時点の予定人数ですので、入所・退所により増減する場合

があります。
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40～74歳の方へ

保保 育育 所所 入入 所所 申申 込込 受受 付付
平成31年4月から保育所入所を希望する児童について、入所申込を次のとおり受付します。
平成30年度の途中入所を希望しているが、入所が決定していない児童についても、改めて平成31年度の申込が
必要です。
（平成31年1月から3月の途中入所を希望している場合は、平成30年度途中入所の申込も併せて行ってください。）
なお、在園児の継続入所申込については、平成31年1月中に通園中の保育所にて行いますが、都合により転園

を希望する場合は、必ず下記の期間内に転園の申込をしてください。

■受 付 期 間 12月3日㈪から14日㈮（必要書類を全て揃えた上で、期間内に申込をしてください。）

■受 付 場 所 第1希望保育所または北島町民生児童課

■対 象 児 童 北島町に居住し住民登録され、平成25年4月2日以降に生まれた保育を必要とする児童

■必要書類配布 11月16日㈮より各保育所及び北島町民生児童課

■募 集 人 数

受受診診ししままししたたかか？？特特定定健健診診
「特定健診」は、生活習慣病のリスクを高めるメタボリッ
クシンドローム（以下メタボ）に着目した健診です。命にかか
わる深刻な病気を防ぐため、メタボをより早い段階で発見し、
改善が必要な方には特定保健指導を行い、メタボの発症・進行
をブロックします。「特定健診」は、治療中の方も対象となり
ます。
年に1回は健診を受診し、生活習慣の結果おこってくる身体
の状態をチェックしましょう。
北島町国民健康保険の被保険者で特定健診の対象となる方に
は、7月上旬に受診券（みどり色）を送付しています。有効期
限は、12月31日です。
※昨年度に北島町国保で特定健診を受診された方には、無料クーポ
ン券を同封しています。今年度も特定健診を受診された場合、来
年度も特定健診受診該当（北島町国保加入の40～74歳）の方には
無料クーポン券が届きます。ぜひご活用ください！
【お問合せ先】保険福祉課 ☎698‒9805

新新 年年 号号
平平成成3311年年11月月号号町町報報ききたたじじままにに掲掲
載載すするる原原稿稿締締切切りり日日変変更更ののおお知知らら
せせ、、並並びびにに新新春春俳俳句句募募集集のの依依頼頼。。

※1月号は1月1日発行のため、掲載す
る原稿の締切り日が12月7日㈮となり
ます。

※1月号に掲載する新春俳句を募集いた

します。

未発表で北島町の発展にふさわしい作
品を一人2句
11月28日㈬までに総務課へご投稿くだ
さい。

2018．11 町報（３）
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＜従来の利用手順＞

要
介
護
認
定
の
更
新

要
支
援
認
定

更
新
対
象
者

要
介
護
認
定
の

更
新
申
請

認
定
調
査

主
治
医
意
見
書

介
護
認
定
審
査
会

判
定

認
定
結
果
の
通
知

（
被
保
険
者
証
の
発
行
）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

＜基本チェックリスト導入後の利用手順＞

事
業
対
象
者
の
認
定

要
支
援
認
定

更
新
対
象
者

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
実
施
・
提
出

リ
ス
ク
判
定

事
業
対
象
者
の
認
定

認
定
結
果
の
通
知

（
被
保
険
者
証
の
発
行
）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

女女
性性
にに
対対
すす
るる

暴暴
力力
をを
なな
くく
すす
運運
動動

内
閣
府
な
ど
は
、
毎
年
十
一
月
十

二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
二
週
間
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
、
間
柄
を

問
わ
ず
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯

罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
す
る
う
え
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

総
務
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
一

～～介介護護保保険険ササーービビススごご利利用用のの方方へへ～～

ごご存存知知でですすかか？？「「基基本本チチェェッッククリリスストト」」
総合事業における基本チェックリストとは、
・平成29年4月より総合事業の開始に伴い始まったもので、軽度要介護者（要支援1・2）の方で総合事業を
利用されている場合、「要介護認定更新申請」の代わりに25項目の基本チェックを受けてもらい、「事業対象
者」に認定されると、総合事業のサービスが受けられるという制度です。

≪特徴≫
・申請から認定までが短時間で行われます
・有効期間がありません（定期的な状態の見直しは行われます）（2年程度）
・自身でチェックを行うため自身の心身の状況を把握できやすくなります

※注意
・要介護認定申請と同時には行えません
・事業対象者の区分支給限度基準額は、要支援1の内容が適用となります
（要支援2の方も手続きは行えますが、事業対象者となった場合の支給限度基準額は要支援1と同額になります）
詳しくは「保険福祉課」または「北島町地域包括支援センター」にお問合せください。

保険福祉課 ☎698‒9805
北島町地域包括支援センター ☎698‒8951

2018．11 町報 （４）
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11月は児童虐待防止推進月間です。
児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。

2018．11 町報（５）
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NNoo..3399

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

第
五
十
回
北
島
町
文
化
祭
展
示

―
「
書
と
画
」
―

北
島
町
文
化
祭
に
、
今
年
も
四
国

大
学
の
学
生
さ
ん
達
が
、
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
今
年
度
初

め
か
ら
「
書
と
画
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
成
果
を
第
五
十
回
北
島
町
文
化
祭

で
展
示
し
、
披
露
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

寄
贈
資
料
か
ら
は「
屏
風
」と「
扁

額
」
を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
は

篆
刻
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
こ
の
篆
刻
文
字
の
解
読
を
得
意

と
す
る
学
生
さ
ん
が
調
査
に
加
わ
っ

て
下
さ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
調
査

が
と
て
も
進
ん
で
い
ま
す
。

「
書
と
画
」
は
、
よ
く
観
察
す
る
こ

と
で
そ
の
作
品
の「
題
」や「
内
容
」

は
判
明
し
ま
す
が
、
そ
の
作
者
が
記

す
名
に
つ
い
て
は
、
雅
号
や
篆
刻
印

で
記
さ
れ
る
事
が
多
い
の
で
、
こ
れ

ら
の
解
読
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
日
の
た
め
に
、
今
年
度
初
め
か
ら

こ
つ
こ
つ
と
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
で
の
勉
強
と
の
両
立
は
大

変
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
彼

ら
は
き
ち
ん
と
調
査
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
発
表
す
る
事
で
、
資
料
調
査

の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
北
島
町
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

熟
練
の
専
門
家
の
協
力
は
と
て
も
重

要
で
す
が
、
熱
心
に
作
業
を
行
っ
て

く
れ
る
、
隠
れ
た
才
能
を
持
つ
若
い

世
代
の
存
在
も
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

展
示
は
、
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル

一
階
、
ま
ち
か
ど
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
展
示
ケ
ー
ス
に
「
屏
風
」
を
、
二

階
文
化
財
展
示
室
に
「
扁
額
」
を
展

示
し
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
町
指
定
文
化
財
の
、

「
水
神
社
の
天
井
絵
」

も
展
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
者
は
、

主
に
三
木
恒
山
（
№
27

で
紹
介
）
を
始
め
と
す

る
阿
波
の
絵
師
、
画
人
、

書
家
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

文
化
祭
当
日
の
様
子
と

あ
わ
せ
て
次
号
で
詳
し

く
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

図
書
館
学
芸
員

原

多
賀
子

写真3 天井絵展示作業の様子

写真1 展示準備の様子（解説文作り）

写真2 徳島新聞の取材を受ける扁額展示作業
の様子

写真4 屏風展示作業の様子
（四国大学須藤教授 左端）
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お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
が
ん
検
診
」は
お
済
み
で
す
か
？

現
在
、
町
内
医
療
機
関
に
て
実
施

し
て
い
ま
す
胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が

ん
検
診
等
の
期
間
は
十
一
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
健
康
管
理

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
今
年
六
月
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
「
受
診
券
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
！
（
県
の
実

施
事
業
）

関
東
地
方
を
中
心
に
「
風
し
ん
患

者
」
が
増
加
し
、
特
に
、
男
性
は
三

十
〜
四
十
歳
代
で
感
染
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

妊
娠
初
期
の
女
性
が
「
風
し
ん
ウ

イ
ル
ス
」
に
感
染
す
る
と
、
心
疾
患

や
難
聴
な
ど
の
障
が
い
が
あ
る
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
徳
島
県
が
「
風
し
ん
抗

体
検
査
」
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

対
象
者

県
内
に
在
住
す
る
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
又
は
妊
娠
す

る
可
能
性
の
高
い
女
性

②
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
性

※
検
査
時
に
は
住
所
や
年
齢
を
証
明

す
る
書
類
を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

検
査
方
法

採
血
で
行
い
ま
す
。

検
査
場
所

県
内
の
六
保
健
所
及
び
協
力
医
療

機
関

検
査
料
金

無
料

実
施
期
間

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日
㈫
〜
平

成
三
十
一
年
三
月
末
ま
で

お
問
合
せ
先

徳
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

感
染
症
・
疾
病
対
策
室
（
☎
六
二
一

―
二
二
二
四
）

＊
北
島
町
で
は
、
抗
体
検
査
で
抗
体

価
が
低
い
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
一
部
費
用
助
成
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
島
町
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
よ
か
ぜ
会
の
作
品
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
！

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
月
に
一

回
実
施
し
て
い
る「
そ
よ
か
ぜ
会（
精

神
保
健
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
）」
で

制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
を
使
っ
て
、「
鉛
筆
立
て
」「
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
」「
ツ
リ
ー
」
を
作
り
ま
し

た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
で
、

こ
ん
な
素
敵
な
作
品
が
で
き
る
の
⁉

と
驚
く
よ
う
な
作
品
ば
か
り
で
す
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
の

際
に
は
、
是
非
、
足
を
止
め
て
ご
覧

下
さ
い
。

展
示
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
入
口
左
（
事

務
室
前
）

展
示
期
間

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
〜
来
年

度
作
品
完
成
ま
で

【
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
】

ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
ず
行
う
野
焼
き
は
法
律

上
例
外
※
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
周
囲
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
場
合
は
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
例
外
規
定
に
該
当
す
る
場
合
で
も

●
風
向
き
や
焼
却
量
、
時
間
帯
な
ど

を
配
慮
し
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
の

焼
却
は
厳
禁
で
す
。

●
草
木
な
ど
は
よ
く
乾
か
し
て
煙
の

発
生
量
を
抑
え
る
よ
う
努
め
ま
し

ょ
う
。

●
火
の
後
始
末
は
必
ず
行
い
、
消
火

す
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

ま
ち
み
ら
い
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
六

11
月
18
日
㈰

板
野
町

新
野
医
院

☎
6
7
2
―
0
5
7
1

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

板
野
町

み
や
ざ
き
内
科
診
療
所

☎
6
7
2
―
6
6
1
8

11
月
25
日
㈰

板
野
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

☎
6
7
2
―
5
1
4
8

12
月
2
日
㈰

板
野
町

近
藤
内
科
医
院

☎
6
7
2
―
5
6
3
0

12
月
9
日
㈰

上
板
町

井
内
内
科

☎
6
9
4
―
5
3
5
3

12
月
16
日
㈰

上
板
町

野
田（
泰
）医
院

☎
6
9
4
―
2
0
0
9

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病

院
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9

8
―
9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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「「
ごご
みみ
対対
策策
啓啓
発発
ポポ
スス
タタ
ーー
」」

作
品
審
査
結
果
ま
ち
み
ら
い
課

「
ご
み
を
出
さ
な
い
・
減
ら
す
・
再
使
用
す
る
・
分
別
す
る
」
な
ど

の
推
進
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
作
品
を

募
集
し
ま
し
た
。

小
学
生
（
五
・
六
年
生
）
・
中
学
生
（
一
・
二
年
生
）
合
わ
せ
て

二
七
八
点
と
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
二
日
に
審
査
会
を
開
催
し
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々

の
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

〈
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

◎
小
学
校
の
部

北
島
北
小
五
年

野
口

朋
花

北
島
小

六
年

伊
良
原
悠
太

北
島
小

六
年

貞
政

望
来

北
島
小

六
年

椎
野

大
地

北
島
南
小
六
年

佐
野

大
翔

北
島
南
小
六
年

前
田

冴
香

◎
中
学
校
の
部

北
島
中

一
年

笠
谷

勇
仁

北
島
中

一
年

原
田

有
唯

北
島
中

一
年

湯
浅

若
葉

北
島
中

二
年

飯
森

瑛
子

北
島
中

二
年

川
村

藍

北
島
中

二
年

谷
田

晶
紀

容器包装プラスチックの収集日に収集しているのは「 プ

ラマークのついたプラスチックごみ」と「 PETボトル」

でそれぞれ別の車両で収集していますのでプラスチックごみ

が取られて PETボトルが残っていても取り忘れでないので

引っ込めないでください。

それぞれに分別をし、水洗いしてから別々の袋に分けて出

してください。

「PETボトル」はキャップを外しラベルをはがして軽く

中をすすいでください。また、 プラマーク・ PETボト

ルマークのついていない「その他のプラスチックごみ」は、

プラスチックの日には収集しませんので、不燃ごみとして清

掃センターに持ち込むか、収集依頼の「専用はがき」により

申し込みをしてください。

今後とも「ごみの分別・減量・資源化」にご理解、ご協力

をお願いいたします。

《お問合せ》 清掃センター ☎698‒4052

今月のごみ対策
啓発優秀ポスター ～プラスチックの日～

北
島
中

小
野
寺

彩
乃

10月

14．4㎏

？㎏

9月

14．1㎏

13．0㎏

1．1㎏減

8月

14．9㎏

13．9㎏

1．0㎏減

平成29年

平成30年

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

2018．11 町報 （８）



ごみ対策啓発ポスター（優秀作品）一覧表

北
島
小
6
年

伊
良
原
悠
太

北島小6年 貞政 望来 北島北小5年 野口 朋花

北
島
小
6
年

椎
野

大
地

北
島
南
小
六
年

前
田

冴
香

北島南小6年 佐野 大翔

北
島
中
1
年

原
田

有
唯

北
島
中
1
年

湯
浅

若
葉

北島中1年 笠谷 勇仁

北
島
中
2
年

飯
森

瑛
子

北
島
中
2
年

川
村

藍

北
島
中
2
年

谷
田

晶
紀
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「
秋
季
大
会
」

期
日

10
月
1
日
㈪

参
加
数
34
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

勢
井

梅
吉

33
打
㋭
2

準
優
勝

後
藤
田
廣
義

33
打
㋭
2

第
3
位

山
田

栄
子

36
打
㋭
1

第
4
位

宮
本

壽

37
打
㋭
1

第
5
位

北
島

誠
子

38
打
㋭
1

第
19
回
女
性
委
員
会
あ
い
あ
い
大
会

期
日

10
月
7
日
㈰

参
加
数
262
名

場
所

吉
野
川
南
岸
多
目
的
広
場

第
4
位

福
原

茂
子3

Ｒ
51
打
㋭
3

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

9
月
26
日
㈬

第
31
回
Ｊ
Ａ
板
野

郡
年
金
受
給
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、主
催
Ｊ
Ａ
板
野
郡
・
主
管
板
野
・

阿
波
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
土
成
町

の
中
央
会
場
で
華
々
し
く
開
か
れ
た
。

各
支
店
。
板
野
⑶
藍
住
⑵
・
北
島

⑵
土
成
⑵
上
板
⑶

計
12
チ
ー
ム
66

名
が
参
加
し
、
屋
内
4
コ
ー
ト
で
各

支
店
対
抗
の
激
し
い
リ
ー
グ
戦
（
予

選
）
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

北
島
支
店
よ
り
参
加
し
た
、
北

島
・
大
洋
の
2
チ
ー
ム
は
予
選
を
勝

ち
上
り
準
優
勝
戦
に
進
出
す
る
も
惜

敗
し
共
に
3
位
入
賞
と
な
り
、
来
年

こ
そ
は
と
捲
土
重
来
を
期
し
た
い
。

◎
ふ
れ
あ
い
板
野
大
会
開
く

見
応
え
あ
る
熱
戦
展
開

10
月
15
日
㈪
。
板
野
・
藍
住
・
上

板
・
鳴
門
・
土
成
・
北
島
よ
り
8

チ
ー
ム
45
名
が
参
加
し
、
気
迫
み
な

ぎ
る
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

北
島
町
よ
り
1
チ
ー
ム
が
参
加
し

1
コ
ー
ト
で
、
板
野
・
上
板
・
藍
住

チ
ー
ム
と
4
角
総
当
り
で
対
戦
し
、

2
勝
1
敗
と
な
る
も
、
得
失
点
差
で

引
き
は
な
し
優
勝
し
ま
し
た
。

北島町ソフトボール協会 平成30年度「前期・後期リーグ戦」対戦成績表

○＝

勝

△＝

不
戦
勝

□＝

引
分

●＝

負

▲＝

不
戦
敗

平成30年度順位表 北島町ソフトボール協会

東亞アロンアルファ―ズ

西ノ須クラブ

グリーンタウン

鯛浜アニマルズ

北島ファイターズ

北村団地ユニオンズ

ＪＩＰＡＮＧ

中村北

ニュータイムズ

江尻フィーバーズ

フジタ建設コンサルタント

Ｗｉｎｄｏｗｓ

5

6

7

8

5

6

7

8

5

6

7

8

四国化工機株式会社

江尻パンダース

北星

北島イレブンズ

北島体協 40

キタムラ交友会

北島バッファローズ

北島体協 50

ＢＩＧ ＶＯＩＣＥ’ｓ

ニューパルサー

ソレイユＳＣ

北島エビス

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

Ａ
リ
ー
グ

Ｂ
リ
ー
グ

Ｃ
リ
ー
グ

順

位

8

1

7

6

4

2

5

3

得点／失点

棄
権
試
合
数

1

0

1

0

0

0

1

1

0．166

0．923

0．384

0．428

0．538

0．545

0．461

0．538

2－10－2

12－1－1

5－8－1

6－8－0

7－6－1

6－5－3

6－7－1

7－6－1

北

星

●

○

○

○

●

△

●

▲

○

●

●

●

□

○

東
亞
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ

□

○

●

●

○

○

○

●

○

●

△

○

●

●

江
尻
パ
ン
ダ
ー
ス

●

○

□

○

□

●

▲

●

○

○

●

●

○

□

北
島
イ
レ
ブ
ン
ズ

●

○

○

●

□

●

○

●

○

●

●

○

●

○

西

ノ

須

ク

ラ

ブ

●

○

▲

○

●

○

●

○

●

○

○

○

▲

○

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

○

○

△

●

□

○

●

●

○

●

○

●

○

○

四
国
化
工
機
株
式
会
社

□

●

●

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

●

鯛
浜
ア
ニ
マ
ル
ズ

□

●

○

○

○

□

○

○

○

●

○

○

○

△

【ホームラン】

鯛 浜 ア ニ マ ル ズ

四国化工機株式会社

グ リ ー ン タ ウ ン

西 ノ 須 ク ラ ブ

北 島 イ レ ブ ン ズ

江 尻 パ ン ダ ー ス

東亞アロンアルファーズ

北 星

Ａ

リ

ー

グ

順

位

1

7

5

8

3

2

6

4

得点／失点 北島バッファローズ 129/124（+5）、北島体協50 89/92（-3）

棄
権
試
合
数

1

0

1

0

2

0

0

0

0．692

0．384

0．500

0．333

0．500

0．615

0．461

0．500

9－4－1

5－8－1

6－6－2

4－8－2

7－7－0

8－5－1

6－7－1

7－7－0

北

島

体

協

50

○

●

▲

○

▲

○

○

○

●

●

●

○

○

●

北
村
団
地
ユ
ニ
オ
ン
ズ

○

●

○

○

●

○

●

○

○

□

●

●

●

○

キ
タ
ム
ラ
交
友
会

▲

●

○

●

●

●

●

●

□

○

○

○

○

●

北
島
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

○

●

●

○

○

○

△

●

●

△

●

●

○

●

中

村

北

○

○

□

●

○

●

●

□

○

○

○

●

○

○

北
島
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

○

○

□

○

●

●

△

○

●

●

▲

●

□

○

Ｊ

Ｉ

Ｐ

Ａ

Ｎ

Ｇ

○

●

●

○

○

○

○

●

○

●

○

□

●

○

北

島

体

協

40

●

●

●

●

△

●

●

○

●

□

○

○

●

●

【ホームラン】

北 島 体 協 40

Ｊ Ｉ Ｐ Ａ Ｎ Ｇ

北 島 フ ァ イ タ ー ズ

中 村 北

北島バッファローズ

キ タ ム ラ 交 友 会

北村団地ユニオンズ

北 島 体 協 50

Ｂ

リ

ー

グ

順

位

6

7

3

8

1

5

4

2

得点／失点 江尻フィーバーズ 147/145（+2）、ニュータイムズ 107/104（+3）

棄
権
試
合
数

0

2

0

0

1

1

0

1

0．500

0．285

0．642

0．071

0．785

0．500

0．538

0．692

7－7－0

4－10－0

9－5－0

1－13－0

11－3－0

7－7－0

7－6－1

9－4－1

ニ
ュ
ー
パ
ル
サ
ー

○

▲

●

●

○

●

●

△

●

●

●

○

●

□

北

島

エ

ビ

ス

●

○

●

●

○

▲

○

●

○

○

●

●

○

□

ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ズ

○

●

○

●

▲

△

○

●

▲

○

●

○

●

○

Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
’Ｓ

●

●

○

●

△

●

●

●

●

●

●

●

○

●

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

ソ

レ

イ

ユ

Ｓ

Ｃ

●

●

●

●

●

○

○

●

○

●

○

●

●

○

フ
ジ
タ
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

○

○

●

○

○

●

△

○

●

○

○

△

●

○

江
尻
フ
ィ
ー
バ
ー
ズ

●

○

●

○

●

○

●

●

○

●

○

○

○

▲

【ホームラン】

江 尻 フ ィ ー バ ー ズ

フジタ建設コンサルタント

ソ レ イ ユ Ｓ Ｃ

Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ

ＢＩＧ ＶＯＩＣＥ’ｓ

ニ ュ ー タ イ ム ズ

北 島 エ ビ ス

ニ ュ ー パ ル サ ー

Ｃ

リ

ー

グ

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

第
31
回
Ｊ
Ａ
板
野
郡
年
金
受
給
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

�
3
位
入
賞
�北
島
・
大
洋
両
チ
ー
ム

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り
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スス
ポポ
ーー
ツツ優優

秀秀
選選
手手
賞賞

北
村

北
島
中
学
校
一
年

上
藤

蓮
斗

中
村
北

北
島
中
学
校
一
年

笠
谷

勇
仁

中
村
東

北
島
中
学
校
二
年

野
村

美
琴

鯛
浜
東

北
島
中
学
校
二
年

関
本

愛
輝

鯛
浜
西

北
島
中
学
校
一
年

中
野
穂
乃
香

江
尻

北
島
中
学
校
一
年

井
川

凱
翔

鯛
浜
西

北
島
南
小
学
校
六
年

石
川

元
喜

中
村
東

北
島
小
学
校
六
年

野
村

武
蔵

中
村
北

北
島
小
学
校
二
年

曽
我
井
颯
斗

中
村
南

北
島
小
学
校
四
年

猪
俣
め
ぐ
る

鯛
浜
西

北
島
南
小
学
校
六
年

林

は
な

◎
行
事
予
定
（
11
月
・
12
月
）

★
11
月
17
日

北
島
町
児
童
館
ま
つ
り

★
11
月
18
日

北
島
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
11
月
23
日
・
24
日

徳
島
県
総
合
選
手
権
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

★
11
月
25
日

第
44
回
ク
ラ
ブ
選
手
権
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

★
12
月
1
日

北
島
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

★
12
月
2
日

お
や
こ
ド
ッ
ジ
す
く
う
る
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会

★
12
月
9
日

第
72
回
多
智
花
杯
争
奪
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

★
12
月
16
日
・
23
日

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
12
月
22
日

第
24
回
阿
波
銀
行
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

北北
島島
北北
公公
園園

総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））

だだ
よよ
りり

第
六
十
四
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
徳
島
大
会
男
子
一
年

一
五
〇
〇
ｍ

第
一
位

四
分
四
一

秒
六
一

平
成
三
十
年
度
徳
島
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
水
泳
競
技
五
〇
ｍ
自
由

形

優
勝

平
成
三
十
年
度
全
国
中
学
校
総
合

体
育
大
会
体
操
競
技
出
場

全
日
本
・
四
国
卓
球
選
手
権
大
会

（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）
県
予
選
ダ
ブ
ル

ス
優
勝

平
成
三
十
年
度
四
国
中
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
競
技

女
子
個
人
三

位

徳
島
県
少
年
柔
道
錬
成
大
会

個
人
優
勝

徳
島
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

団

体
戦
準
優
勝

徳
島
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

団
体

戦
準
優
勝

四
国
小
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会

総
合
優
勝

種
目
別
ゆ
か
一
位

第
十
九
回
ダ
イ
ハ
ツ
全
国
小
学
生

Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

徳
島
県
予
選

優
勝

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

徳
島
県
予

選

四
年
生
以
下
複
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝第

五
回
徳
島
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会

六
年
生
以

下
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

平平
成成
三三
十十
年年
度度

体体
育育
功功
労労
賞賞
表表
彰彰
者者

十
月
度
月
例
大
会
に
お
い
て
、

井
出
さ
ん
が
コ
ー
ス
レ
コ
ー
ド

で
ベ
ス
グ
ロ
優
勝
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

8
・
25

八
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

30
名

優
勝

志
津

君
子
・
中
村

芳
正

二
位

津
川

孝
子
・
福
島
規
矩
夫

三
位

忠
津

重
美
・
前
川

秋
男

807986

555963

9
・
1

九
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝

忠
津

重
美

二
位

中
村

芳
正

三
位

田
村

健
治

ベ
ス
グ
ロ

岡
部

文
子

88917470

525561

9
・
9

第
十
六
回
中
・
四
国
グ
ロ
ッ
ク
大
会

場
所

山
口
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

110
名

女
子

五
位

岡
部

文
子

79

9
・
22

九
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

29
名

優
勝

木
内
百
合
子
・
岡
部

文
子

二
位

忠
津

重
美
・
池
田

滋

三
位

荒
瀬

敬
一
・
筒
井

英
幸

717675

586365

10
・
13

十
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

36
名

優
勝

井
出

輝
久

二
位

中
村

芳
正

三
位

大
松
ツ
タ
エ

ベ
ス
グ
ロ

井
出

輝
久

63877563

596165
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第27回

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

徳
島
県
大
会
優
勝

四
国
選
手
権
準
優
勝
全
国
大
会
出
場

北
島
南
小
学
校
五
年

久
原

歩

鯛
浜
西

上
田

竜
誠

鯛
浜
西

石
原
田
稜
河

鯛
浜
西

北
島
小
学
校
五
年

西
脇

裕
佑

中
村
東

平
成
三
十
年
徳
島
県

中
学
校
剣
道
選
手
権

男
子
団
体
優
勝

北
島
中
学
校
三
年

四
宮

翔
太

中
村
北

永
濵

幹
大

北
村
団
地

北
島
中
学
校
二
年

谷
川

俊
輔

中
村
東

撫
養

祈
叶

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

北
島
中
学
校
一
年

永
濵

聡
良

北
村
団
地

紅
露

和
輝

太
郎
八
須

撫
養

思
唯

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

2018．11 町報 （１２）



����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
村
東

北
島
小
学
校
五
年

澁
谷

凪

第
三
回
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
新
人
戦
大
会
優
勝

第
十
二
回
徳
島
県
新
聞
社
杯
兼

第
四
十
回
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
準
優
勝

北
島
南
小
学
校
六
年

日
浅

未
羽

鯛
浜
西

原
田

愛
美

鯛
浜
西

山
田

七
海

鯛
浜
東

片
山

心
愛

鯛
浜
西

北
島
南
小
学
校
五
年

大
浦

未
來

鯛
浜
東

北
島
小
学
校
四
年

矢
部

綾
香

中
村
北

Ｈ
29
年
受
賞
済
み

北
島
小
学
校
六
年

筒
井

聖
羅

笠
原

百
葉

林

朋
香

安
藝

瑞
來

小
倉

せ
と

山
口

和
恋

北
島
北
小
学
校
六
年

中
野
和
心
美

北
島
小
学
校
五
年

安
藝

萌
果

日
下

柚
葉

徳
島
県
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
大
会
準
優
勝

北
島
小
学
校
六
年

乾

陸
人

中
村
北

三
谷

健
太

東
高
房

森

暖
都

中
村
南

東

侑
和

中
村
北

矢
部

翔
太

中
村
北

北
島
南
小
学
校
六
年

東

和
希

鯛
浜
西

岡
田

匠
平

鯛
浜
西

日
下
凛
之
介

鯛
浜
西

後
藤

大
希

鯛
浜
西

北
島
小
学
校
五
年

中
野

太
陽

中
村
東

吉
野

優
大

中
村
北

北
島
南
小
学
校
五
年

久
保

遼
真

鯛
浜
西

松
田

眞
吾

東
高
房

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
徳
島

県
予
選

個
人
準
優
勝

放放送送大大学学 入入学学生生募募集集ののおお知知ららせせ
○放送大学は、2019年4月入学生を募集しています。
○10代から90代の幅広い世代、約9万人の学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で学んでい
ます。

○テレビによる授業だけでなく、学生は授業をインターネットで好きなときに受講することもできます。
○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約300の幅広い授業科目があり、1科目から学ぶことがで
きます。

○資料を無料で差し上げています。
お気軽に放送大学徳島学習センター（☎602‒0151）までご請求下さい。

○出願期間は、第1回が2月28日まで、第2回が3月17日まで。
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～Family Court & Family Court Investigating Officer～

家庭裁判所は、少年非行や家庭に関する紛争を扱います。非行少年の立ち直
りや、家庭の問題解決のためには、少年や家族それぞれの心理や人間関係、環
境などを十分に考慮する必要があります。

家庭裁判所には、心理学、社会学、教育学、法律学などの専門的な知識や技
法を持った家庭裁判所調査官（家裁調査官）が置かれています。家裁調査官は、
少年や家族と関わる中で、問題の原因を明らかにし、将来を見据えて更生や解
決に向けた意見を示したり、働き掛けを行ったりするなど、家庭裁判所の中で
重要な役割を果たしています。

少 年 事 件 で の 活 動

少年事件で面接する様子
家裁調査官は、非行のあった少年の性格、日頃の行動、生い立ち、
取り巻く環境などについて調査をして、どうして非行を起こしてし
まったのか、これからどうすれば立ち直ることができるのかを考え
ます。
少年や保護者と直接会って、その言葉に耳を傾け、必要な場合に
は、心理テストをしたり、少年の家庭や学校を訪問したりして、多
角的な視点から情報を集めます。
これらを分析して、結果を裁判官に報告します。また、非行を繰
り返すことのないように、被害を考えさせたり、社会奉仕活動に参
加させたりするなど、様々な教育的な働き掛けを行っています。

家 事 事 件 で の 活 動

親子交流場面を観察する様子 家裁調査官は、離婚や子どもをめぐる争いで解決を求めて
いる方や、両親の争いのはざまに置かれている子どもと会っ
て、その言葉や心情に耳を傾け、必要に応じて家庭訪問をす
るなど、生活等の状況や意向を把握します。
その上で、子どもの幸せを最優先にした適切な解決の方法
を考え、裁判官に報告するとともに、両親にも子どもの思い
を伝えたり、助言したりします。
家族関係の再構築に向けて、親や子どもが新たな一歩を踏
み出すための一助となることを願って取り組んでいます。
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「裁判所職員採用総合職試験（家庭裁判所調査官補）」を受ける必要
があります。
試験に合格し、「家庭裁判所調査官補」として家庭裁判所に採用され

ると、全員が裁判所職員総合研修所に入所します。約2年間の養成期間
に家裁調査官になるための専門的な知識や技法を学び、その間には、採
用された家庭裁判所で約1年間、実際の事件を通じた修習も行います。
養成期間を終えて家裁調査官となった後も、職場での指導や訓練に加え、様々な充実した研修が実施されてい

ます。

第
三
十
四
回

保
護
者
会
親
子
一
日
遠
足

十
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

三
十
四
回

保
護
者
会
親
子
一
日
遠

足
」
に
家
族
四
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
行

楽
日
和
で
し
た
。
北
島
町
内
五
か
所

の
児
童
館
か
ら
登
録
児
童
と
ご
家
族

一
七
二
人
の
参
加
と
あ
っ
て
、
バ
ス

五
台
の
大
所
帯
で
す
。

私
は
、
主
人
と
小
学
三
年
生
の
長

男
と
幼
稚
園
児
の
長
女
と
一
緒
に
一

号
車
に
乗
り
込
み
、
い
ざ
出
発
。
家

族
で
集
ま
っ
て
座
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
男
は
す
ぐ
に
お
友
達
と
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
な
い
子

供
た
ち
の
や
り
取
り
を
ほ
ほ
え
ま
し

く
眺
め
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
先
生
方
が
司
会
者
と
な
っ
て

の
ク
イ
ズ
タ
イ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
シ

ル
エ
ッ
ト
ク
イ
ズ
か
ら
生
き
物
の
生

態
ま
で
幅
広
い
問
題
で
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

初
め
て
の
親
子
遠
足
参
加
で
少
し
こ

わ
ば
っ
て
い
た
長
女
も
、
徐
々
に
緊

張
が
解
け
た
よ
う
で
、
大
き
な
声
で

自
信
あ
り
げ
に
間
違
い
回
答
を
叫
び

続
け
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
目
的
地
で
あ
る
「
神
戸
ど
う

ぶ
つ
王
国
」
に
到
着
。
入
口
で
集
合

写
真
を
撮
っ
た
ら
、
園
内
の
自
由
散

策
ス
タ
ー
ト
で
す
。
長
男
は
家
族
を

離
れ
て
、
一
人
で
お
友
達
と
の
散
策

に
挑
戦
。親
の
心
配
を
よ
そ
に
、嬉
々

と
し
て
駆
け
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
私

た
ち
は
羊
や

カ
メ
、
ア
ル

パ
カ
に
エ
サ

や
り
を
し
た

り
、
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
を
見

ま
し
た
。
途

中
、
綺
麗
な

睡
蓮
の
花
を

見
た
り
、
足

元
を
駆
け
回

る
ワ
オ
キ
ツ

ネ
ザ
ル
に
び

っ
く
り
し
た

り
、
初
め
て

の
神
戸
ど
う

ぶ
つ
王
国
を

満
喫
し
ま
し

た
。
長
男
も

お
友
達
と
一

緒
に
昼
ご
飯

を
食
べ
た
り
、

お
土
産
を
買
っ
た
り
、
家
族
だ
け
で

は
味
わ
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
、
こ
の

親
子
遠
足
が
北
島
町
児
童
並
び
に
ご

家
族
の
楽
し
い
思
い
出
作
り
の
場
と

な
る
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
桐
間
玲
子
）

http : //www.courts.go.jp/saiyo/index2．html

裁判所職員総合研修所

家庭裁判所調査官に興味が
ある方はぜひこちらへ！

�
家裁調査官は、人生の岐路に立ち会い、
解決に導く、高度な専門性を持つ
「プロフェッショナル」です。

家裁調査官になる
には……
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平平成成3300年年度度

北北北島島島町町町文文文化化化協協協会会会芸芸芸能能能大大大会会会
日時：11月18日㈰ 10時20分開会

場所：北島町立図書館・創世ホール ※当日、都合によりプログラムが変更される場合
があります。

出 演 者

木虎 貢

ウクレレアンサンブル
AWA
フラ ハーラウ
プアケニケニ

田原 花子

木村 文子
他5名

飯坂 恵子

北島ヘルシーフレッ
シュアップ体操

阿波ぞめき渦の会

美吉 勝美
他2名

真重冨美代

渡 芳子

北島もくせいクラブ

オカリナ同好会
ツリーポ北島
Emyプレバレエカル
チャークラス
Emyクラシックバレ
エエコル
北島フォークダンス
クラブ

稀聲会（二期生）

稀聲会

岡田 真澄

川野 昌子

伊賀 年子

ク ラ ブ

吟詠鶯風流

ウクレレアンサンブル
AWA
フラ ハーラウ
プアケニケニ

菊丸会

あやの会

日本舞踊 水木の会

北島ヘルシーフレッ
シュアップ体操

阿波ぞめき渦の会

あやの会

真鶴会

菊丸会

北島もくせいクラブ

オカリナ同好会
ツリーポ北島
Emyプレバレエカル
チャークラス
Emyクラシックバレ
エエコル
北島フォークダンス
クラブ

稀聲会（二期生）

稀聲会

サンライフ新舞踊クラブ

翔の会

サンライフ新舞踊クラブ

出 演 演 目

舟中子規を聞く

さんぽ いつも何度でも
オー・シャンゼリーゼ
ソフィスティケイティッド・フラ
ナープア・モハラ

助六桜

弥栄の舞

折鶴の舞

ダンス「ハリケーン」
ピンキー「ジパング」

渦の舞

越前泣き岬

大和楽 雨

蜂須賀桜

川は流れる
ブンガワン・ソロ
涙そうそう 千の風になって
学生時代

バレエコンサート

バレエコンサート
グッド、オールド、デイズ
スウィート、ハート、ワルツ
ラ、プルーハ

長唄 越後獅子

新曲 浦島

荒城の月

木屋町の女

雪椿

種 目

詩 吟

ウ ク レ レ

フ ラ ダ ン ス

日 本 舞 踊

新 舞 踊

日 本 舞 踊

体 操

ぞ め き

新 舞 踊

日 本 舞 踊

日 本 舞 踊

大 正 琴

オ カ リ ナ

バ レ エ

バ レ エ

フォークダンス

三 味 線

三 味 線

新 舞 踊

日 本 舞 踊

新 舞 踊

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

（1）

多数のご来場をお待ちしております。
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出 演 者
サンライフハーモニカ
クラブ
フラ ハーラウ
プアラニピカケ

奥田 昭代

吉田恵美子

北島オカリナ同好会

梅若流藍喜会

北島町ダンス愛好会

中本 靖子

山川 政言

大野小夜子

仁田邦美子

瀬戸 文子

斎藤 房子・
浜田 正義

北島バラード

北島合唱クラブ

武市佐代子

高田 隆子

望月 幸子、
八田加津子

藤本真佐美

山川 朱美

林 善弘

今川タツ子

椎野シマ子

天羽 元江

オレンジ・ガーネット

北島町文化協会有志

ク ラ ブ
サンライフハーモニカ
クラブ
フラ ハーラウ
プアラニピカケ

サンライフ新舞踊クラブ

小鮎会

北島オカリナ同好会

梅若流藍喜会

北島町ダンス愛好会

歌磨会

歌磨会

のぞみ会

サンライフ新舞踊クラブ

歌磨会

歌磨会

北島バラード

北島合唱クラブ

のぞみ会

サンライフ新舞踊クラブ

翔の会

サンライフ新舞踊クラブ

歌磨会

歌磨会

のぞみ会

サンライフ新舞踊クラブ

のぞみ会

オレンジ・ガーネット

北島町文化協会有志

出 演 演 目

柿の木坂の家 他2曲

ラブ ライト
マカニ オルオル

男の絶唱

鳴門海峡

夏の思い出 ローレライ
大黄河

祖谷民謡 他

ラテン＆スタンダード

浮草の川

男のひとりごと

海峡終列車

片瀬月

千年の恋歌

九頭竜川踊り

下町の太陽 七つの子
ここに幸あり

菩提樹 花の街 芭蕉布 糸

あばれ太鼓

男の酒

花の手古舞

荒城の月

越前恋歌

次郎長富士

紅の傘

男吉良常

秋保の宿

Il Alem Allah
Habibi Ya Albi

北島音頭

種 目

ハ ー モ ニ カ

フ ラ ダ ン ス

新 舞 踊

新 舞 踊

オ カ リ ナ

民 謡 三 味 線

社 交 ダ ン ス

カ ラ オ ケ

カ ラ オ ケ

新 舞 踊

新 舞 踊

カ ラ オ ケ

カ ラ オ ケ

童 謡

合 唱

新 舞 踊

新 舞 踊

日 本 舞 踊

新 舞 踊

カ ラ オ ケ

カ ラ オ ケ

新 舞 踊

新 舞 踊

新 舞 踊

ベリーダンス

踊 り

№

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

（2）
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（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
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ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
の
若
者
の
パ
ワ
ー
と
は
！

㈱
デ
ジ
タ
ル
ハ
ー
ツ
宮
澤
栄
一
氏
の
講
演
か
ら

◆
若
者
の
パ
ワ
ー
と
は
？

㈱
デ
ジ
タ
ル
ハ
ー
ツ
は
、
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
を
専
門
に
行
う
会
社
で
あ
る
。

会
長
の
宮
澤
さ
ん
自
身
、
ゲ
ー
ム
の

テ
ス
タ
ー
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
時
に
、
同
じ
テ
ス
タ
ー
の
ひ
き
こ

も
り
や
ニ
ー
ト
の
若
者
達
と
出
会
っ

た
。
若
者
達
を
就
職
さ
せ
よ
う
と
試

み
た
末
に
、
自
身
で
会
社
を
興
し
、

彼
ら
を
社
員
と
し
て
雇
っ
た
。
社
員

と
な
っ
た
彼
ら
の
ゲ
ー
ム
へ
の
ひ
た

む
き
さ
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
発

想
力
が
原
動
力
と
な
っ
て
実
績
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。

◆
本
当
は
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

ゲ
ー
ム
が
好
き
な
若
者
は
社
会
経

験
が
乏
し
い
だ
け
で
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
が
高
く
、
ゲ
ー
ム
の
開
発
者
が

予
想
も
し
な
か
っ
た
バ
グ
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
誤
り
）
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
セ
ン
ス
を
備
え
て
い
た
。
ま

た
ゲ
ー
ム
へ
の
集
中
力
と
目
標
達
成

へ
の
執
念
、
強
い
正
義
感
を
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被

害
を
減
ら
す
人
材
に
も
な
れ
る
の
で

は
と
語
っ
た
。

ゲ
ー
ム
が
好
き
な
彼
ら
は
、
自
身

の
才
能
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
。
彼
ら
は
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
本
当
は
働
き
た
い
と
も
思

っ
て
い
る
。
一
旦
働
き
だ
す
と
、
彼

ら
の
持
つ
力
に
驚
か
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
言
う
。

支
援
に
携
わ
る
人
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
支
援
す
る
」
在
り
方
と
は
別

の
方
法
が
必
要
で
は
な
い
か
と
提
案

す
る
。

◆
若
者
に
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要

宮
澤
さ
ん
が
出
会
っ
た
若
者
達
は

真
面
目
で
誠
実
に
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
面
接
を

受
け
に
来
た
の
に
バ
ン
ダ
ナ
を
取
ら

な
い
一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

私
達
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

彼
ら
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
は
な

か
っ
た
。
な
ぜ
面
接
で
は
バ
ン
ダ
ナ

を
外
す
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ぜ
挨

拶
が
必
要
な
の
か
な
ど
を
丁
寧
に
説

明
し
、
考
え
方
の
す
り
合
わ
せ
を
行

っ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
に
は
「
常
識
」

と
い
う
言
葉
は
使
い
た
く
な
か
っ
た
、

と
言
う
。

【
内
閣
府
支
援「
講
習
会
」の
ご
案
内
】

演
題：

「
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
語
る

求
め
る
応
援
・
支
援
と
は
」

講
師：

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
で
作
家

勝
山

実

氏

日
時：

十
二
月
七
日
㈮

十
四
時
〜
十
六
時

場
所：

松
茂
町
総
合
会
館

三
階

多
目
的
ホ
ー
ル

徳島板野警察署広報 ☎698 ‒ 0110

犯罪被害者相談・心のケアのご案内
犯罪の被害に遭われた方の中には、強いショックを受け、不安でたまらなくなったり、被害の後に生じる様々

な問題に苦しめられている方がいます。このような方に対して、電話相談や面接相談を行っています。
ひとりでお悩みではありませんか？ 困っていること、不安なこと、手助けの必要など…何でもお気軽にご相

談ください。被害に遭われた方だけでなく、ご家族やご友人からのご相談も受け付けています。

相 談 窓 口
こ こ ろ は れ ば れ

犯罪被害者相談・心のケア ☎656－8080
秘密は守ります。相談は無料。
徳島市福島1丁目1－13－101
公益社団法人 徳島被害者支援センター
※（公社）徳島被害者支援センターは徳島県公安委員会の指定を受けた犯罪被害者等早期援助団体です。

性 犯 罪 被 害 相 談 電 話
あなたの心（ハート）に寄り添う相談電話があります

あなたの声をしっかりと受け止めます
☎＃8103もしくは☎623‒8103

♡
♡
♡

この番号にダイヤルしていただくと、発信場所を管轄する都道府県警察の
性犯罪被害相談電話につながります。

匿名でも相談できます。徳島県内は24時間受付可能。

土日、祝日及び執務時間外は、当直員が相談を受けています。

※詳しくは、下記連絡先までお問合せください。

お問合せ：徳島県警察本部 犯罪被害者支援室
徳島市万代町2丁目5番地1 ☎622‒3101 内線2201、2202

月、水～土曜（9時～16時）
年末年始・祝祭日を除きます
面接相談をご希望の場合は、事前にご連絡ください。

ハートさん

2018．11 町報 （１８）
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私
が
絵
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、

中
学
生
の
頃
、
美
術
の
先
生
か
ら

ほ
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
戦
後
の
混
乱
か
ら
、
世
の
中

が
目
ま
ぐ
る
し
く
復
興
す
る
時
代

で
し
た
。

徳
島
中
央
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
塔

の
横
に
あ
る
中
央
公
民
館
で
、
絵

画
教
室
が
あ
る

事
を
知
り
、
仲

間
に
入
り
ま
し

た
。
夜
七
時
か

ら
九
時
ま
で
週

一
回
、
室
内
で

の
石
膏
デ
ッ
サ

ン
や
静
物
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

始
め
て
一
か
月
余
り
習
っ
て
い
た

時
、
徳
島
大
学
美
術
教
授
の
河
野

太
郎
先
生
が
、
突
然
に
渡
欧
す
る

事
に
な
り
、
そ
れ
を
機
に
教
室
は

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

勤
務
先
の
先
輩
か
ら
、
社
内
巡
回

美
術
展
に
出
品
し
な
い
か
と
誘
わ

れ
、
十
年
余
り
続
け
ま
し
た
。
し

か
し
会
社
の
事
情
か
ら
こ
の
企
画

は
中
止
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
公

募
の
博
美
展
に
出
品
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
年
続
け
て

入
選
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
出

品
数
が
多
く
な
り
、
展
示
場
所
が

狭
い
こ
と
か
ら
現
在
の
阿
波
銀

ホ
ー
ル
で
、
放
美
展
と
改
称
さ
れ

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
後
、
県
展
も
出
品
し
て
い

ま
せ
ん
。
仕
事
の
関
係
か
ら
何
年

か
絵
画
か
ら
遠
の
き
ま
す
が
、
数
年

後
に
青
美
展
が
あ
る
事
を
知
り
、
一

般
公
募
に
出
品
し
て
、
二
年
後
に
会

員
に
推
挙
さ
れ
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

青
美
展
と
は
、
青
年
美
術
家
の
集
ま

り
で
設
立
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
は
終
戦
前
で
、
展
示
は
丸
新

デ
パ
ー
ト
の
売
場
階
段
を
借
り
て
、

飾
り
付
け
展
示
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
の
頃
見
た
事
が
あ

る
が
、
青
美
展
の
前
身
と
は
知
ら
ず

に
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
青
年
の
一

人
が
、
後
の
元
県
知
事
の
故
原
菊
太

郎
氏
で
、
初
代
の
会
長
に
就
か
れ
た

と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
か
な
り
以

前
よ
り
、
若
い
会
員
が
入
会
し
て
も
、

学
卒
と
同
時
に
県
外
へ
。
県
内
に
留

ま
る
若
者
が
減
る
現
象
が
多
く
、
若

者
の
育
つ
機
会
を
失
い
、
確
保
が
難

し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
は
い
つ
も
製
作
途
中
で
、
壁
に

突
き
当
る
事
が
あ
り
失
敗
作
品
も
あ

り
ま
す
。
気
分
転
換
で
筆
を
置
き
、

後
日
描
く
事
の
繰
り
返
し
で
す
。
苦

心
を
重
ね
て
仕
上
げ
た
作
品
は
、
ど

こ
か
心
の
こ
も
っ
た
作
品
に
な
り
、

次
の
作
品
へ
と
意
欲
が
高
ま
る
。
い

つ
も
思
う
事
は
、
こ
れ
で
い
い
と
思

う
こ
と
の
な
い
奥
の
深
い
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
精
進
へ
の
心
構

え
が
芽
生
え
る
。
今
は
現
地
へ
取

材
散
策
が
体
力
の
衰
え
か
ら
困
難

に
な
り
残
念
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
四
十
代
の
頃
、

鯛
浜
の
水
神
社
を
描
い
た
も
の
で
、

町
報
に
載
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

描
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、

町
報
の
写
真
を

見
て
引
用
し
た

も
の
で
あ
り
、

私
の
好
き
な
構

図
と
、
木
洩
れ

日
の
明
暗
に
目
を
奪
わ
れ
、
描
き

た
い
意
欲
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
投
稿
さ
れ
た
Ｋ
さ
ん
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
快
い
承
諾
を
得
て
、

こ
の
絵
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
紙
面

を
借
り
て
感
謝
と
お
礼
を
込
め
投

稿
し
ま
し
た
。

随筆

（582）

絵
と
の
出
合
い

中
村桑

原

良
弘

☆☆ククリリススママスス交交流流会会☆☆
以下の内容で行いますので、是非ご参加下さい。

★ ジャグリングやマジックなどの大道芸 枝川 詩音さん
★ 保育士ヒーローブレイクショー
★ ふぁみさぽからのプレゼントもあるよ。

日 時：12月1日㈯ 10時スタート
場 所：藍住町勤労女性センター 1F和室
募集人数：先着100名（親子で参加してください。）
参 加 費：無料
申し込み受付：11月12日㈪～ 定員になり次第終了します。
申し込み方法：電話（693‒3033）もしくは、来所の上お申し込みください。

※留守電、Fax、メールなどでのお申し込みは一切受け付けません。
主 催：板野東部ファミリー・サポート・センター
住 所：板野郡藍住町奥野字矢上前32－1（藍住町勤労女性センター内）
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平成29年度 水道事業会計決算状況
平成29年度北島町水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

平成30年10月1日

北島町長 古 川 保 博
事 業 概 要
本年度の業務概況としまして、給水人口および給水戸数は増加していますが、近年の節水意識の定着、節水機器の普及、

ライフスタイルの変化により、年間総配水量は、3，119，283㎥（前年度比0．04％減）で、年間有収水量は、2，867，414㎥（前
年度比1．3％減）とともに減少し、有収率は91．9％（前年度比1．2％減）となっております。
また、水道事業費用には346，201千円（前年度比5．7％増）を要し、増加傾向になっている一方で、水道事業収益は423，230

千円（前年度比0．1％増）と伸び悩んでおり、純利益は77，028千円（前年度比19％減）と減少しております。今後も水道事
業をとりまく環境は、ますます厳しい状況にあります。
平成29年度の主な事業としましては、町道7号線配水管布設工事により耐震管275mを新規に布設し、配水能力の向上を

図りました。また、老朽管更新事業といたしまして、県道徳島・環状線配水管布設替工事、県道松茂・吉野線配水管布設替
工事及び町道512号線配水管布設替工事を行い、水道水の安定供給に努めました。
今年度における石綿セメント管の更新延長は、440mで残りは県道徳島・環状線歩道に布設されている140mとなってお

り、今後も県道歩道拡幅工事に合わせて老朽管の更新を進めてまいります。
以上、平成29年度の主な概要を述べましたが、近年の給水収益は減少傾向にあり、水道事業の経営はますます厳しいもの

となっています。
その反面、経年劣化による配水管等の施設・設備の更新、修繕工事は今後も増加傾向にあるため、引き続き経費の削減、

有収率の向上等、効率的な事業運営、経営の健全化に努め、安心で安全な水を安定的に供給するため管路の耐震化等、浄水
場の共同化も含めた水道基盤の強化を図ってまいります。

平成29年度 北島町水道事業損益計算書
（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

（単位：円）
計

78，429，333

△1，399，332

77，030，001

△1，778

77，028，223
1，343，946

0

0

78，372，169

支 出

33，678，675

38，479，551

103，186，335

143，512，026

2，688，396

1，803，660

323，348，643

営 業 利 益

22，850，966

0

22，850，966

営 業 外 損 益 計
経 常 利 益

0

1，778

0

1，778

特 別 損 益 計
当 年 度 純 利 益
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
処 分 済 利 益 剰 余 金
そ の 他 未 処 分 利 益 剰 余 金 変 動 額
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

2．営 業 費 用

⑴原 水 及 び 浄 水 費

⑵配 水 及 び 給 水 費

⑶総 係 費

⑷減 価 償 却 費

⑸資 産 減 耗 費

⑹そ の 他 の 営 業 費 用

小 計

4．営 業 外 費 用

⑴支 払 利 息

⑵雑 支 出

小 計

6．特 別 損 失

⑴固 定 資 産 売 却 損

⑵過 年 度 損 益 修 正 損

⑶そ の 他 特 別 損 失

小 計

収 入

376，364，416

25，413，560

401，777，976

158，851

0

20，121，367

1，171，416

21，451，634

0

0

0

1．営 業 収 益

⑴給 水 収 益

⑵そ の 他 の 営 業 収 益

小 計

3．営 業 外 収 益

⑴受 取 利 息

⑵一 般 会 計 負 担 金

⑶長 期 前 受 金 戻 入

⑷雑 収 益

小 計

5．特 別 利 益

⑴固 定 資 産 売 却 益

⑵過 年 度 損 益 修 正 益

小 計
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平成29年度 北島町水道事業貸借対照表
（平成30年3月31日）

（単位：円）
資 産 の 部

1．固 定 資 産

3，851，475，841

2．流 動 資 産

670，486，145

4，521，961，986

負 債 の 部
3．固 定 負 債

853，868，555

4．流 動 負 債

⑴有形固定資産

478，938，698

106，164，189

2，923，228，043

244，666，404

1，736，431

3，231，201

28，529，500

3，786，494，466

⑵無 形 固 定 資 産

130，600

54，834，225

54，964，825

⑶投資有価証券

10，016，550

固 定 資 産 合 計

621，138，275

40，751，959

8，595，911

0

0

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

853，868，555

0

0

0

固 定 負 債 合 計

0

65，106，152

53，404，188

169，060，049

62，895，860

4，844，390，664

1，921，162，621

999，958，013

755，291，609

3，197，593

1，461，162

10，651，019

7，419，818

有 形 固 定 資 産 合 計

イ 電 話 加 入 権

ロ 水 利 権

無 形 固 定 資 産 合 計

イ 投資有価証券

⑴現 金 預 金

⑵未 収 金

⑶貯 蔵 品

⑷前 払 金

⑹その他の流動資産

⑴企 業 債

⑵一 般 会 計 借 入 金

⑶引 当 金

⑷その他の固定負債

⑴一 時 借 入 金

⑵企 業 債

⑶未 払 金

イ 土 地

ロ 建 物

減価償却累計額

ハ 構 築 物

減価償却累計額

ニ 機械及び装置

減価償却累計額

ホ 車両及び運搬具

減価償却累計額

ヘ 工具器具及び備品

減価償却累計額

ト 建 設 仮 勘 定

126，941，540

5．繰 延 収 益

496，528，340

1，477，338，435

資 本 の 部
6．資 本 金

2，527，751，382

7．剰 余 金

516，872，169

3，044，623，551

4，521，961，986

2，940，000

5，490，000

1，200

0

流 動 負 債 合 計

⑴長 期 前 受 金

94，683，042

30，000，000

179，607，918

15，109，000

513，521，983

0

832，921，943

⑵長期前受金収益化累計

△28，756，032

△19，320，984

△74，781，424

△1，907，256

△211，627，907

△336，393，603

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

2，527，751，382

資 本 金 合 計

⑴資 本 剰 余 金

0

0

⑵利 益 剰 余 金

118，500，000

320，000，000

78，372，169

0

0

516，872，169

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

⑷前 受 金

⑸引 当 金

⑹預 り 金

⑺その他の流動負債

イ 国 庫 補 助 金

ロ 一般会計補助金

ハ 負 担 金

ニ 補 償 金

ホ 受贈財産評価額

ヘ 寄 付 金

長 期 前 受 金 合 計

イ 国 庫 補 助 金

ロ 一般会計補助金

ハ 負 担 金

ニ 補 償 金

ホ 受贈財産評価額

長期前受金収益化累計合計

⑴自 己 資 本 金

寄 付 金

資 本 剰 余 金 合 計

イ 減 債 積 立 金

ロ 建設改良積立金

ハ 当年度未処分利益剰余金

処分済利益剰余金

その他未処分利益剰余金変動額

利 益 剰 余 金 合 計
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一
般
質
問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

伊
勢
政
二
議
員
、
板
東
泰
史
議
員
、

中
勝
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、
中
野

真
由
美
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
子

育
て
世
帯
移
住

支
援
に
つ
い
て

本
町
は
、
人

口
増
加
を
目
的

と
し
た
施
策
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
「
子
育
て
世
帯
移
住
促
進
事

業
」
を
提
案
し
た
い
。
中
学
生
以
下

を
含
む
転
入
世
帯
に
民
間
家
賃
の
補

助
や
米
を
支
給
す
る
な
ど
の
施
策
で

あ
る
。
月
二
万
円
を
上
限
に
最
大
二

年
間
家
賃
補
助
や
、
児
童
一
人
当
た

り
月
五
キ
ロ
の
米
を
最
大
二
年
分
支

給
す
る
な
ど
で
あ
る
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

子
育
て
世
帯
で
は
、
提
案
の
米
の

支
給
は
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
な

り
、
家
賃
補
助
は
、
定
住
地
に
本
町

を
選
択
さ
れ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
幼
児
教

育
の
無
償
化
な
ど
に
伴
う
待
機
児
童

解
消
な
ど
喫
緊
の
課
題
も
あ
る
た
め

よ
り
多
く
の
方
が
継
続
的
に
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
教
育
・
保
育
環
境

の
整
備
や
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
等

を
優
先
と
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
二
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新
設
に

つ
い
て

①
平
成
十
二
年
に
徳
島
東
部
都
市
計

画
公
園
の
変
更
を
申
請
し
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
整
備
し
た
が
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
の
に
対

し
、
非
公
式
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
一
面
し
か
な
い
。
町

内
の
テ
ニ
ス
愛
好
家
や
中
学
生
は
練

習
場
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
取
り

急
ぎ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
二
面
新
設
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

北
島
中
央
公
園
北
側
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
協
会
会
長
か
ら
、
現
在

は
一
面
あ
れ
ば
大
会
等
の
開
催
は
可

能
と
き
い
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

再
整
備
を
し
つ
つ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
新
設
も
考
え
た
い
。

現
況
の
地
形
が
鍵
形
で
、
効
率
よ

く
二
面
を
整
備
す
る
に
は
困
難
な
た

め
将
来
の
利
用
効
率
を
考
え
つ
つ
、

ま
ず
南
西
側
に
先
行
し
一
面
を
配
置

し
、
今
後
都
市
計
画
区
域
の
追
加
を

図
る
等
し
、
更
に
一
面
を
整
備
す
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

（
質
問
二
）

②
都
市
計
画
区
域
内
に
公
式
大
会
が

で
き
る
四
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
実

現
の
有
無
は
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

現
在
、
北
村
地
区
地
区
計
画
周
辺

で
は
企
業
誘
致
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
狭
い
町
域
の
中
で
、
き

め
細
か
い
土
地
の
有
効
利
用
の
展
開

を
図
り
つ
つ
、
快
適
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

（
質
問
三
）
学
校
で
図
書
館
蔵
書
の

予
約
に
つ
い
て

町
内
の
全
小
中
学
校
と
町
立
図
書

館
の
図
書
貸
し
出
し
連
携
シ
ス
テ
ム

構
築
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
図

書
室
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
町

立
図
書
館
の
蔵
書
が
予
約
で
き
学
校

に
予
約
の
本
が
配
送
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

連
携
に
よ
る
三
本
柱
は
、（
一
）

全
小
中
学
校
に
司
書
の
配
置
（
二
）

各
学
校
へ
週
二
回
の
配
送
（
三
）
学

校
図
書
室
と
町
立
図
書
館
の
連
携
シ

ス
テ
ム
導
入
で
あ
る
。

全
児
童
生
徒
に
専
用
カ
ー
ド
を
配

布
し
、
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
町
立
図
書

館
に
ア
ク
セ
ス
し
、
一
度
に
三
冊
ま

で
借
り
ら
れ
、
早
け
れ
ば
翌
日
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
化
を

提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー

ル
館
長

本
の
予
約
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
ネ
ッ

ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
可
能
だ
が
、
配

送
さ
れ
た
あ
と
の
運
用
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

連
携
を
行
う
三
本
柱
の
う
ち
、

（
一
）
学
校
司
書
の
配
置
は
、
中
学

校
は
週
三
日
、十
三
時
か
ら
十
七
時
ま

で
の
四
時
間
勤
務
が
一
人
、小
学
校
は

平
日
の
フ
ル
タ
イ
ム
を
一
人
が
三
校

を
巡
回
す
る
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
各
学
校
へ
の
配
送
は
、
校
務

員
の
協
力
に
よ
り
可
能
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
学
校
図
書
室
と
の
連
携
シ
ス

テ
ム
導
入
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要

と
さ
れ
る
。
学
校
図
書
室
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

点
も
課
題
と
な
る
。

（
質
問
三
）

②
司
書
教
諭
は
各
学
校
に
何
名
お
ら

れ
る
の
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
町
内
各
学
校
の
司
書
教
諭
は
、
北

島
北
小
学
校
に
三
名
、
北
島
小
学
校

に
五
名
、
北
島
南
小
学
校
に
三
名
、

北
島
中
学
校
に
一
名
で
あ
る
。

（
質
問
四
）
災
害
時
ペ
ッ
ト
の
救
護

協
定
を

災
害
時
に
被
災
し
た
ペ
ッ
ト
を
、

町
内
の
獣
医
師
と
協
力
し
て
手
当
や

保
護
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
提
案

し
た
い
。
ペ
ッ
ト
救
護
の
担
当
部
署

を
定
め
必
要
な
情
報
を
医
師
に
提
供

す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
県
内
で
の
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
市
町
村
か
ら

も
相
談
・
協
力
を
要
請
で
き
る
。
本

町
も
町
内
獣
医
師
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
災
害
時

に
備
え
た
い
。

（
質
問
五
）
各
学
校
に
留
守
番
電
話

設
置
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年
度
ま
で
の
十
年
間
で

過
労
死
認
定
の
公
立
校
の
教
職
員
が

六
十
三
人
に
の
ぼ
る
。
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、
十
八
時
か
ら
翌
日

の
七
時
半
と
、
土
日
・
祝
日
の
休
校

日
に
留
守
番
電
話
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
時
間
外
の
対
応
と
し
て
留
守
番
電

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
三
十
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
一
日
に
開
会
さ
れ
、
九
月
二
十

五
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
な
ど
一
七
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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話
を
設
置
す
る
学
校
も
増
え
て
き
て

い
る
。
本
町
で
も
教
員
が
心
身
と
も

に
健
康
で
適
正
な
勤
務
時
間
を
維
持

す
る
た
め
、
導
入
に
つ
い
て
運
用
や

費
用
を
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

板
東
泰
史
議
員

（
質
問
一
）
気

候
変
動
適
応
法

へ
の
対
応
に
つ

い
て六

月
六
日
に

気
候
変
動
適
応
法
が
成
立
し
た
。

市
町
村
で
は
「
地
域
気
候
変
動
適

応
計
画
」
策
定
の
努
力
義
務
が
あ
る
。

①
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
の
主
管

は
ど
の
課
に
な
る
か
。

②
上
記
計
画
の
有
無
は
。

③
早
急
に
対
応
す
る
事
例
は
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

主
管
は
ま
ち
み
ら
い
課
に
な
る
が
、

関
係
分
野
が
広
い
た
め
様
々
な
部
署

と
の
連
携
に
な
る
。
今
後
各
課
所
と

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
む
け
て
取
り

組
み
を
進
め
つ
つ
、
リ
ス
ク
や
対
策

に
つ
い
て
周
知
を
行
い
た
い
。

（
質
問
二
）
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て①「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」と
い
う
避
難
の

国
際
基
準
が
一
九
九
八
年
に
策
定
さ

れ
て
い
る
。昨
年
四
月
に「
徳
島
県
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
」

が
改
訂
さ
れ
、
こ
の
基
準
を
盛
り
込

ん
だ
と
い
う
が
、
本
町
の
対
応
は
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

県
が
改
訂
し
た
「
徳
島
県
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
」
で
は
、

一
部
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
本
町
の
備
蓄
食
は
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
を
基
本
と
し
避
難
所
に

も
整
備
中
で
、ト
イ
レ
は
、ベ
ン
リ
ー

袋
、
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
な
ど
整
備
し
た
。
避
難
所

は
、
町
内
二
十
七
箇
所
の
公
共
施
設

を
指
定
し
、
県
算
定
の
収
容
人
数
の

確
保
は
あ
る
が
、
一
人
当
た
り
の
面

積
は
十
分
で
は
な
い
た
め
検
討
を
続

け
て
い
き
た
い
。

（
質
問
二
）

②
自
主
防
の
リ
ー
ダ
ー
や
施
設
管
理

者
は
毎
年
度
変
わ
る
団
体
も
あ
る
。

固
定
化
を
勧
め
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

長
く
続
け
て
も
ら
い
た
い
が
、
事

情
も
あ
り
固
定
化
は
難
し
い
。
施
設

管
理
者
や
各
学
校
長
、
所
長
も
人
事

異
動
が
あ
る
。

（
質
問
三
）
情
報
シ
ス
テ
ム
の
常
時

暗
号
化
に
つ
い
て

①
全
国
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

常
時
Ｓ
Ｓ
Ｌ
／
Ｔ
Ｌ
Ｓ
化
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
市
町
村
で
六
三
％
が
未

対
応
で
あ
る
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
普
及

に
よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脆
弱
性

か
ら
「
な
り
す
ま
し
」
被
害
の
恐
れ

が
あ
る
が
、
対
応
で
き
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

七
月
一
十
五
日
の
新
聞
報
道
等
を

受
け
、
同
月
二
十
日
に
徳
島
県
・
市

町
村
情
報
化
推
進
協
議
会
に
て
対
応

を
協
議
し
た
。
町
関
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
し
て
、
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
常
時
暗
号
化
を
行
っ
て

お
り
、
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
八

月
三
十
一
日
に
常
時
暗
号
化
の
対
応

を
完
了
し
た
。

（
質
問
三
）

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
支
障
は
考
え
ら

れ
る
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
影
響
は
、
文
部

科
学
省
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
及

び
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
対
策
や
、
信
頼

性
の
低
い
サ
イ
ト
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

遮
断
の
た
め
影
響
は
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

中

勝
議
員

（
質
問
一
）
ふ

る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

①
先
般
の
新
聞

発
表
で
は
、
本

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
前
年
よ
り

減
少
し
て
い
た
。
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

平
成
二
十
八
年
度
は
八
件
で
六
十

九
万
五
千
円
、平
成
二
十
九
年
度
は

十
五
件
で
三
十
六
万
円
で
あ
る
。
寄

附
件
数
は
増
え
た
が
平
成
二
十
八
年

度
は
企
業
の
大
口
の
寄
付
が
あ
っ
た

た
め
金
額
は
減
少
し
て
い
る
。

（
質
問
一
）

②
ふ
る
さ
と
納
税
が
他
町
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
る
北
島
町
税
の
減
少
は

ど
の
く
ら
い
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

平
成
二
十
九
年
度
は
、
他
市
町
村

等
に
寄
附
し
た
額
は
千
九
百
二
十
一

万
三
千
八
十
六
円
で
、
こ
の
う
ち
七

五
％
の
交
付
税
補
填
が
あ
り
、
補
填

後
の
収
支
は
四
百
四
十
四
万
三
千
二

百
七
十
一
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
。

（
質
問
一
）

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
謝
礼
品
に
つ
い

て
、
体
験
型
謝
礼
と
い
う
方
法
は
採

れ
る
の
か
。
収
穫
の
体
験
に
よ
り
本

町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
返
礼
品
に
す

る
こ
と
は
可
能
で
、
今
後
受
け
入
れ

先
農
家
の
確
保
等
、
農
業
協
同
組
合

等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
二
）
北
島
町
の
案
内
図
に
つ

い
て

①
先
般
の
全
日
本
愛
瓢
会
や
県
下
の

球
技
大
会
時
に
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ド
ー
ム
の
場
所
が
解
り
づ
ら
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
。
ま
た
創
世
ホ
ー
ル

や
武
道
館
な
ど
も
案
内
図
が
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
町
の
施
設
案
内

図
は
あ
る
の
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

現
在
Ｊ
Ｒ
勝
瑞
駅
か
ら
出
て
す
ぐ

前
に
大
型
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

現
在
は
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
施

設
ガ
イ
ド
に
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）

②
本
町
の
観
光
案
内
図
、「
き
た
じ

ま
き
た
ら
」
や
施
設
案
内
図
を
町
の

施
設
や
町
境
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
置

か
せ
て
も
ら
え
な
い
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

昨
年
度
末
に
本
町
を
紹
介
す
る
小

冊
子
を
作
成
し
、
県
や
関
係
施
設
に

送
付
し
た
。
さ
ら
に
広
く
周
知
さ
れ

る
よ
う
新
た
な
配
布
場
所
を
研
究
し

た
い
。

（
質
問
二
）

③
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、
町
内
の

主
な
商
店
企
業
な
ど
を
紹
介
す
る
案

内
図
な
ど
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

協
賛
事
業
所
数
、
設
置
場
所
の
選

定
、
維
持
管
理
の
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
二
）

④
本
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

外
国
語
の
案
内
図
の
作
成
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
外
国
語
版
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

日
本
語
表
示
の
設
置
後
の
次
の
段

階
と
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
国
語
版
対
応

は
現
在
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
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（
質
問
三
）
台
風
二
十
号

①
避
難
場
所
告
知
で
は
、
避
難
場
所

が
役
場
六
階
で
非
常
食
や
水
を
各
自

持
参
さ
れ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
避
難
準
備
告
知
で
は
、
避

難
場
所
の
指
示
が
な
く
、
ど
こ
に
避

難
す
る
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

改
善
の
余
地
は
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
発
令
時
に
、
防
災
行
政
無
線
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）、

町
防
災
・
情
報
メ
ー
ル
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
、
総
合
庁
舎
六
階
へ
の

避
難
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

避
難
の
際
に
は
、
非
常
食
や
飲
料

水
の
持
参
を
基
本
と
す
る
周
知
・
啓

発
を
奨
め
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）

②
六
階
和
室
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
て
お
ら
ず
身
障
者
は
畳
に
上
が

る
こ
と
が
困
難
と
思
う
が
改
善
し
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

避
難
は
、
総
合
庁
舎
六
階
大
会
議

室
で
の
受
入
を
基
本
と
す
る
が
、
身

体
状
況
や
、
乳
幼
児
な
ど
世
帯
構
成

に
配
慮
し
な
が
ら
、
段
差
の
無
い
他

の
部
屋
へ
案
内
し
て
い
る
。
今
後
も

状
況
に
あ
わ
せ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）

③
役
場
に
は
車
椅
子
を
乗
せ
ら
れ
る

車
が
な
い
が
、
町
内
の
高
齢
者
施
設

な
ど
と
提
携
し
非
常
時
に
は
車
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

避
難
は
、
自
助
ま
た
は
共
助
に
よ

り
、
移
動
す
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、

避
難
が
困
難
な
場
合
は
福
祉
施
設
な

ど
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
四
）
空
き
家
利
用
に
つ
い
て

①
町
内
の
空
き
家
調
査
の
結
果
、
使

用
可
能
な
空
き
家
の
数
や
、
撤
去
し

な
け
れ
ば
危
険
な
空
き
家
の
数
は
ど

れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

平
成
二
十
八
年
度
の
町
全
域
調
査

に
よ
り
空
き
家
件
数
は
三
四
七
件
、

そ
の
う
ち
小
規
模
の
修
繕
で
再
利
用

が
可
能
な
空
き
家
は
一
三
七
件
、
倒

壊
の
危
険
性
の
た
め
解
体
の
緊
急
度

が
高
い
空
き
家
は
十
三
件
の
う
ち
後

日
の
解
体
等
で
現
在
は
七
件
で
あ
る
。

（
質
問
四
）

②
使
用
で
き
る
空
き
家
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
持
ち
主
と
の
話
し
合
い
は

で
き
て
い
る
か
。

③
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
民
宿
や
災
害

時
の
避
難
所
と
し
て
借
り
ら
れ
る
の

か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

所
有
者
と
の
具
体
的
な
話
し
合
い

は
こ
れ
か
ら
の
段
階
で
、
空
き
家
等

対
策
計
画
を
今
年
度
目
標
に
策
定
し
、

所
有
者
と
利
用
希
望
者
双
方
に
向
け

た
支
援
制
度
の
構
築
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（
質
問
四
）

④
武
道
館
付
近
で
発
見
の
セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
と
近
隣
の
空
き
家
の
影
響
は
。

ま
だ
付
近
に
潜
む
可
能
性
は
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

発
見
時
に
周
辺
を
調
査
し
た
が
、

卵
の
う
や
他
の
ク
モ
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
。
周
辺
の
空
き
家
も
既
に
取

り
壊
し
さ
れ
た
の
で
影
響
は
な
い
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
北

島
町
に
お
け
る

日
本
創
成
の
推

移
に
つ
い
て

①
北
島
町
総
合

戦
略「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

が
五
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
施
策
の

中
で
基
本
目
標
を
列
記
し
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
数
）
を
示
し
て

い
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基

づ
く
検
証
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
そ
の
検
証
内
容
は
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

毎
年
、
前
年
度
の
各
施
策
の
実

績
・
効
果
と
、
今
後
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
庁
舎
内
で
検
証
を
行
っ

た
後
、産
官
学
の
有
識
者
に
よ
る「
北

島
町
地
方
創
生
推
進
会
議
」
に
お
い

て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

検
証
結
果
は
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
の
公
表
を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
一
）

②
本
町
の
人
口
動
態
に
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
か
。
ま
た
人
口
増
の
要
因

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

本
町
の
地
理
的
条
件
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
、
総
合
戦
略
に
あ
る
諸

施
策
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
質
問
二
）
教
育
無
償
化
へ
の
段
階

的
取
組
に
つ
い
て

①
現
在
は
、
第
三
子
以
降
保
育
料
無

償
化
と
し
て
い
る
が
本
県
は
今
年
十

月
か
ら
「
保
育
料
無
償
化
」
を
第
二

子
ま
で
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

具
体
的
な
対
象
や
条
件
内
容
は
ど

う
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

今
般
、
県
の
補
助
対
象
児
が
、「
十

八
歳
未
満
の
児
童
が
二
人
以
上
の
世

帯
の
第
二
子
以
降
（
第
二
子
は
三
歳

児
以
上
）」
に
拡
大
さ
れ
る
。
ま
た
、

認
可
外
保
育
園
の
児
童
は
対
象
外
と

し
て
い
る
。

県
の
補
助
率
は
二
分
の
一
だ
が
、

対
象
者
に
所
得
制
限
が
あ
る
と
こ
ろ

を
、
町
は
所
得
制
限
を
撤
廃
し
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
二
）

②
全
国
認
可
保
育
所
に
お
い
て
、
保

護
者
が
育
児
休
業
を
延
長
す
る
た
め

に
「
落
選
狙
い
」
で
倍
率
の
高
い
保

育
所
へ
申
し
込
む
場
合
の
対
策
を
検

討
す
る
と
い
う
が
、
本
町
で
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

該
当
者
の
把
握
に
は
至
ら
ず
、
実

態
の
把
握
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
質
問
三
）
災
害
時
の
「
車
中
泊
」

対
応福

岡
市
の
車
中
泊
を
支
援
す
る
防

災
ア
プ
リ
と
し
て
、
震
度
五
強
以
上

の
地
震
で
は
「
災
害
モ
ー
ド
」
に
切

り
替
わ
り
、
車
中
泊
す
る
被
災
者
へ

水
・
食
料
な
ど
必
要
物
資
を
市
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
。

希
望
す
る
自
治
体
に
シ
ス
テ
ム
を

無
料
で
提
供
す
る
と
あ
っ
た
。
一
度

検
証
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

避
難
所
は
在
宅
被
災
者
支
援
も
含

め
た
支
援
拠
点
と
位
置
づ
け
し
、
車

中
泊
の
方
に
も
同
様
に
実
態
把
握
に

努
め
、
情
報
提
供
や
救
援
物
資
の
配

給
等
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

福
岡
市
が
開
発
依
頼
し
た
防
災
ア

プ
リ
『
ツ
ナ
ガ
ル
＋
』
は
避
難
所
ご

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
実

態
把
握
が
容
易
に
な
る
。
検
証
す
る

価
値
は
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
四
）
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら

何
を
読
み
取
る
か

西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
岡
山
・

広
島
・
愛
媛
県
で
甚
大
な
被
害
多
く
、

特
徴
と
し
て
、
想
定
外
の
雨
量
で
ダ

ム
放
流
に
お
け
る
河
川
の
決
壊
、
土

石
流
の
被
害
、「
河
川
の
バ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
タ
ー
現
象
」
等
が
指
摘
さ
れ
た
。

今
後
の
対
処
方
法
は
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

本
町
に
は
山
が
無
い
た
め
、
土
砂

災
害
よ
り
、
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
洪

水
や
大
雨
に
よ
る
内
水
の
氾
濫
に
十

分
に
検
討
し
対
策
を
立
て
た
い
。
国

交
省
に
も
、
町
内
の
無
堤
地
区
の
早

期
解
消
を
継
続
し
依
頼
し
て
い
く
。
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（
質
問
五
）
子
ど
も
食
堂
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

徳
島
県
は
「
子
ど
も
食
堂
」
の
開

設
が
都
道
府
県
で
二
番
目
に
少
な
く

三
市
町
村
八
か
所
で
あ
る
。
町
単
独

で
は
難
し
い
た
め
、
本
町
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
県
に
提
案
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

県
の
主
催
で
「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

先
進
地
で
の
取
り
組
み
状
況
等
が
報

告
さ
れ
た
。

今
後
、
こ
の
会
議
を
活
用
し
県
や

他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
六
）
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
再
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

地
域
で
の
支
え
合
い
推
進
の
一
つ

と
し
て
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
が

機
能
し
て
い
る
か
。
ま
た
導
入
し
て

か
ら
の
実
績
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
中
谷
保
険
福
祉
課
長

平
成
三
十
年
八
月
末
現
在
で
の
人

数
は
、
三
八
四
人
で
あ
る
。
実
際
の

救
急
車
出
動
時
の
活
用
事
例
は
な
い
。

今
年
度
、
高
齢
者
の
緊
急
時
の
情

報
共
有
の
あ
り
方
を
関
係
各
課
等
と

協
議
を
し
、
キ
ッ
ト
の
有
効
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

（
質
問
七
）
夏
季
休
業
に
お
け
る
小

学
四
年
生
の
受
け
入
れ
状
況
は

今
年
度
、
児
童
館
で
は
、
夏
季
休

暇
に
限
り
小
学
四
年
生
の
受
け
入
れ

を
し
た
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

今
後
、
長
期
休
暇
も
含
め
、
小
学

四
年
生
か
ら
六
年
生
対
象
の
預
か
り

保
育
へ
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

現
有
施
設
で
は
登
録
児
童
の
定
員

増
は
困
難
で
あ
る
が
、
四
年
生
の
長

期
休
暇
の
要
望
は
多
い
。
課
題
と
し

て
職
員
の
人
員
確
保
が
あ
る
が
、
一

日
六
時
間
程
度
で
二
か
月
未
満
の
短

期
間
雇
用
の
た
め
募
集
に
大
変
苦
慮

し
て
い
る
。

今
後
、
一
部
経
費
の
受
益
負
担
な

ど
も
含
め
た
実
施
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

中
野
真
由
美
議
員

（
質
問
一
）
幼

児
教
育
無
償
化

に
伴
う
施
設
増

設
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の

無
償
化
が
平
成
三
十
一
年
十
月
に
前

倒
し
さ
れ
、
待
機
児
童
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
、
民
間
の
認
定

こ
ど
も
園
・
保
育
所
を
増
や
す
の
か
、

町
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
充
実

さ
せ
る
の
か
見
解
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

本
町
で
は
、
既
存
保
育
園
の
利
用

定
員
を
増
加
し
、
二
十
九
年
度
に
認

可
外
保
育
園
を
認
可
し
、
三
十
年
度

に
は
新
規
の
保
育
園
を
開
設
し
た
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
今
年
末

ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

年
度
内
に
は
結
果
を
出
し
て
い
く
方

針
で
、
そ
の
結
果
を
元
に
、
将
来
的

な
財
政
負
担
も
勘
案
し
方
策
を
講
じ

た
い
。

（
質
問
一
）

②
三
歳
児
を
も
つ
家
庭
保
育
中
の
保

護
者
は
幼
稚
園
が
二
年
制
の
た
め
、

認
定
こ
ど
も
園
又
は
私
立
幼
稚
園
に

行
か
せ
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い
。
保
育
が
必
要
で
な
い
ご
家

庭
の
三
歳
児
（
一
号
認
定
）
も
認
定

こ
ど
も
園
に
入
所
で
き
る
の
か
、
ま

た
現
在
、
町
よ
り
助
成
を
し
て
い
る

「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
」
は
無
償
化
が
始
ま
っ
て
も
継
続

す
る
の
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

保
育
を
必
要
と
し
な
い
三
歳
・
四

歳
・
五
歳
児
は
一
号
認
定
の
児
童
と

し
て
認
定
子
ど
も
園
を
利
用
で
き
る
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
現
在
の
施
設
で
は
短
期
間
で
の
三

歳
児
保
育
の
実
施
は
難
し
い
。

幼
稚
園
教
育
の
公
平
性
や
質
の
向

上
を
確
保
す
る
た
め
、
幼
稚
園
施
設

の
拡
充
や
専
門
職
の
補
充
等
、
幼
児

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
可
能
な
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
」
は
、
幼
児
教
育
無
償
化
に

な
れ
ば
、
こ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

（
質
問
二
）
都
市
計
画
に
つ
い
て

当
初
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
、
北
部
地
域
町
民
の
快
適
な
生

活
を
支
援
す
る
よ
う
商
業
施
設
が
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
松
茂
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
製

造
業
・
物
流
運
輸
業
が
誘
致
さ
れ
る
。

以
前
よ
り
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
を
強
く

望
ん
で
い
る
が
今
後
の
計
画
を
聞
き

た
い
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
い
て
の
北
部
地
域
の
「
日
用

品
な
ど
の
商
業
施
設
の
誘
致
を
図
る

な
ど
本
地
域
の
生
活
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
。」
に
つ
い
て
の
改
訂
で
は

な
く
、
今
回
の
改
訂
内
容
は
、
町
道

九
五
三
号
線
沿
道
を
「
産
業
拠
点
」

と
位
置
づ
け
沿
道
の
西
側
地
域
を
複

合
工
業
地
と
し
て
、
製
造
業
・
物
流

運
輸
業
の
ほ
か
商
業
施
設
の
誘
致
も

行
う
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
地
域
の
利
便
性
向
上
に
関

係
課
と
連
携
し
努
め
て
い
き
た
い
。

（
質
問
三
）
介
護
カ
プ
セ
ル
に
つ
い

て
救
急
医
療
キ
ッ
ト
に
は
緊
急
連
絡

先
や
持
病
等
の
記
載
が
な
さ
れ
情
報

が
救
護
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
る
。

こ
れ
を
防
災
に
繋
げ
て
い
っ
て
は
ど

う
か
。

（
答
弁
）
村
上
危
機
情
報
管
理
課
長

保
険
福
祉
課
と
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
自
主
防
災
会
に
も
、
こ
の
キ
ッ

ト
を
説
明
し
、
共
助
に
生
か
せ
る
よ

う
役
員
会
等
で
協
力
依
頼
を
し
て
い

き
た
い
。

（
質
問
四
）
幼
稚
園
の
給
食
開
始
に

つ
い
て

現
在
、
幼
稚
園
で
は
給
食
の
開
始

が
五
月
の
連
休
以
降
で
あ
る
。
小
学

校
で
は
入
学
か
ら
一
週
間
で
あ
る
が
、

幼
稚
園
で
は
約
三
週
間
で
あ
る
。
給

食
開
始
を
小
学
校
と
同
じ
に
す
る
よ

う
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
小
学
校
の
児
童
は
幼
稚
園
で
集
団

生
活
や
給
食
を
経
験
し
て
い
る
。
対

し
て
幼
稚
園
の
児
童
は
、
多
数
が
初

め
て
集
団
生
活
を
す
る
た
め
、
少
し

慣
れ
た
五
月
の
連
休
以
降
と
し
て
い

る
が
、
今
後
、
四
月
中
に
開
始
で
き

る
よ
う
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
五
）
小
学
校
の
冷
房
に
つ
い

て
小
中
学
校
の
教
室
の
冷
房
設
置
は

一
〇
〇
％
で
あ
る
が
、
講
堂
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
講
堂
は
、
風
通
し
も

悪
く
大
勢
が
集
ま
る
た
め
体
温
で
気

温
も
上
が
る
。
今
後
の
対
策
と
し
て

講
堂
に
大
型
扇
風
機
を
設
置
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
講
堂
は
、
大
半
が
築
三
十
年
を
経

過
し
て
お
り
、
今
後
の
長
寿
命
化
対

策
と
し
て
改
修
工
事
も
必
要
と
な
る
。

多
額
の
予
算
を
伴
う
た
め
冷
房
設
置

の
早
期
対
応
は
困
難
と
考
え
る
。

大
型
扇
風
機
の
設
置
に
つ
い
て
、

学
校
の
意
見
や
安
全
面
等
も
考
慮
し
、
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前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
ア

ク
ア
プ
ラ
ザ
問

題
に
つ
い
て

①
地
域
住
民
は
、

大
き
な
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
以
前
の
よ
う
な
産

直
市
な
ど
身
近
な
施
設
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
が
見
解
を
聞
き
た

い
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
で
は
、
二
階
・
ピ

ロ
テ
ィ
の
貸
出
や
、
雑
貨
・
野
菜
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
こ

だ
わ
り
野
菜
の
販
売
な
ど
も
予
定
し

て
い
る
。
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、

さ
ら
に
身
近
な
施
設
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
一
）

②
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
の
建
物
が
小
さ
す

ぎ
る
。
ピ
ロ
テ
ィ
に
固
定
し
た
テ
ン

ト
を
設
置
し
、
恒
久
的
な
施
設
を
作

る
事
が
出
来
な
い
か
。
ま
た
現
在
の

建
物
は
公
園
法
で
建
設
さ
れ
た
と
聞

く
が
、
解
除
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

ピ
ロ
テ
ィ
の
屋
根
は
、
開
閉
す
る

こ
と
で
開
放
的
に
使
用
で
き
、
雨
も

防
ぐ
こ
と
で
き
る
。
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
応
じ
て
屋
外
ス
テ
ー
ジ
と
す
る
な

ど
様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
。

な
お
当
該
施
設
は
、
都
市
公
園
法
に

基
づ
き
補
助
金
を
受
け
て
い
る
た
め
、

そ
の
解
除
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
質
問
一
）

③
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
釣
り
大
会
イ
ベ

ン
ト
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

バ
ス
釣
り
大
会
の
受
賞
者
へ
の
賞

品
提
供
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
会
や
商
工
会

主
催
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
水
辺

交
流
プ
ラ
ザ
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）

④
ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー
ズ
の
計
画

も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

ク
ル
ー
ズ
は
、
ボ
ー
ト
を
運
航
す

る
「
新
町
川
を
守
る
会
」
と
と
も
に

行
わ
れ
る
が
、
参
加
人
数
や
河
川
水

位
な
ど
諸
条
件
に
よ
り
完
全
な
定
期

的
実
施
は
難
し
い
。

（
質
問
二
）
障
が
い
者
雇
用
問
題
に

つ
い
て

①
障
が
い
者
雇
用
の
水
増
し
が
大
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
北
島
町

の
具
体
的
な
状
況
を
聞
き
た
い
。

②
現
在
の
職
員
数
は
一
三
七
人
と
す

る
と
雇
用
率
は
約
三
・
五
人
と
な
る
。

基
準
値
に
適
合
し
て
い
る
の
か
。

③
障
が
い
者
雇
用
は
嘱
託
職
員
で
も

基
準
数
に
入
る
の
か
。

④
教
育
現
場
で
も
二
・
四
％
の
雇
用

を
必
要
と
す
る
が
、
徳
島
県
教
育
委

員
会
で
も
水
増
し
が
あ
っ
た
。
本
町

の
場
合
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

本
町
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
を
含
む

職
員
数
に
お
い
て
の
法
定
雇
用
率
を

満
た
す
人
数
は
、
町
長
部
局
で
四
名
、

教
育
委
員
会
部
局
で
一
名
で
あ
る
。

町
長
部
局
・
教
育
委
員
会
部
局
い

ず
れ
も
法
定
雇
用
率
は
達
成
し
て
い

る
。

（
質
問
三
）
教
育
問
題
に
つ
い
て

①
本
年
度
か
ら
、
道
徳
教
育
が
正
式

教
科
に
な
っ
て
い
る
。
道
徳
教
育
の

行
き
過
ぎ
が
、
戦
前
の
画
一
的
な
青

少
年
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
憲
法
に

あ
る
、
思
想
信
条
の
自
由
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
注
意
す
べ
き
だ
と
思
う
が

見
解
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
天
羽
教
育
長

人
格
の
完
成
及
び
国
民
の
育
成
の

基
盤
が
道
徳
性
で
あ
り
、
そ
れ
を
養

う
こ
と
が
道
徳
教
育
の
使
命
と
考
え

る
。
道
徳
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

人
間
尊
重
の
精
神
と
、
個
性
豊
か
な

文
化
の
創
造
を
図
る
と
と
も
に
平
和

と
環
境
保
全
に
尽
く
せ
る
育
成
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
た
適
切
な
指
導
を
行
い
た
い
。

（
質
問
三
）

②
中
学
生
の
自
転
車
登
校
が
乱
れ
て

い
る
と
思
う
。
二
列
三
列
で
道
一
杯

に
な
り
非
常
に
危
険
な
場
合
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る

の
か
、
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
事
務
局

長
四
月
入
学
当
初
に
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
自
転
車
の
一
斉
点
検
、

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
違
反
及
び
、

自
転
車
の
「
危
険
な
違
法
行
為
」
に

つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

危
険
運
転
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

学
校
へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
。
今
後
も
警
察
と
連
携
し
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
三
）

③
創
世
ホ
ー
ル
は
築
二
十
五
年
に
な

る
。
屋
上
の
防
水
は
雨
漏
り
を
し
て

い
る
部
分
も
あ
る
。
館
内
の
ト
イ
レ

な
ど
も
洋
式
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に
す

べ
き
で
あ
る
が
改
築
計
画
を
聞
き
た

い
。

（
答
弁
）
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー

ル
館
長

雨
漏
り
な
ど
の
不
具
合
や
建
築
法

な
ど
の
改
正
に
よ
り
修
繕
の
必
要
な

箇
所
も
多
々
見
ら
れ
る
。
急
を
要
す

る
修
繕
は
そ
の
都
度
行
う
が
、
修
繕

の
た
び
に
閉
館
で
き
な
い
た
め
、
開

館
三
十
年
を
目
標
に
修
繕
工
事
の
綿

密
な
計
画
を
立
て
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化

等
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

（
質
問
三
）

④
北
島
町
と
那
賀
町
は
森
林
推
進
の

協
定
を
締
結
し
た
。
教
育
委
員
会
と

し
て
も
交
流
活
動
に
取
り
組
む
計
画

を
し
て
い
る
の
か
、
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

今
後
、
身
辺
で
公
に
使
用
す
る
木

製
物
品
の
導
入
、
林
業
の
作
業
現
場

の
見
学
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
、
森

林
に
つ
い
て
の
考
察
や
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
四
）
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て①
新
聞
掲
載
で
は
本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
九
十
九
万
五
千
円
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
ふ
る
さ
と
納
税
に
尽
力

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

②
高
知
県
奈
半
利
町
は
三
十
二
億
円

も
集
め
て
い
る
。
予
算
の
半
分
を
ふ

る
さ
と
納
税
で
ま
か
な
っ
て
い
る
と

あ
る
が
本
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
専
門
職
員
を
配
置
し
目

標
を
立
て
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

制
度
開
始
当
初
は
制
度
の
趣
旨
に

則
り
、
本
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う

方
か
ら
の
寄
付
に
頼
っ
て
お
り
、
寄

付
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
だ
っ
た
。

今
年
度
は
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
と
契
約
し
、
現
在
、

掲
載
画
面
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
は
商
工
会
等
と
連
携
し
、
町
内

企
業
に
も
協
力
を
求
め
、
新
し
い
返

礼
品
を
増
や
す
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
増
額
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

（
質
問
五
）
企
業
誘
致
に
つ
い
て

税
法
上
の
特
典
を
研
究
し
て
本
社

誘
致
を
推
進
し
、
税
収
と
働
く
場
所

の
確
保
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
が
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見
解
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
通
後
、
複

数
の
企
業
か
ら
進
出
の
打
診
が
寄
せ

ら
れ
、
現
在
は
建
設
課
と
連
携
し
北

公
園
周
辺
の
地
区
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
工
場
設
置
奨
励
条
例
を
制
定

し
、
進
出
企
業
に
対
し
奨
励
金
の
交

付
や
、
県
か
ら
企
業
立
地
に
関
す
る

補
助
が
あ
る
。
税
法
上
の
特
典
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
負
担
の
公
平
性
を

検
討
し
、
誘
致
の
各
種
施
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

（
質
問
六
）
特
定
健
診
問
題
に
つ
い

て①
平
成
二
十
九
年
度
の
決
算
状
況
で

は
、
退
職
者
の
医
療
費
が
一
般
被
保

険
者
に
比
べ
て
高
い
。
統
計
を
取
り
、

重
病
に
か
か
る
年
齢
や
被
保
険
者
の

状
況
を
把
握
し
、
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
を
推
進
す
る
チ
ー
ム

を
作
り
家
庭
訪
問
を
行
う
等
、
予
防

対
策
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
を
求
め
た
い
。

（
答
弁
）
中
谷
保
険
福
祉
課
長

一
か
月
診
療
費
が
八
十
万
円
以
上

の
う
ち
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

腎
不
全
、
が
ん
全
般
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
六
十
歳
代
が
、
全
体
の
四
八
・

四
％
、七
十
〜
七
十
四
歳
が
、三
九
・

六
％
、
六
十
歳
未
満
が
一
二
％
で
あ

っ
た
。
今
年
度
の
第
二
期
の
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
に
よ
り
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
の
行
動
計
画
を
策
定
し

た
。
健
診
後
の
支
援
や
、
受
診
勧
奨

の
家
庭
訪
問
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
六
）

②
以
前
は
国
保
運
営
協
議
会
も
視
察

予
算
が
あ
り
先
進
地
視
察
等
を
行
っ

て
い
た
。
法
律
も
毎
年
変
わ
り
研
修

は
必
要
と
思
う
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
中
谷
保
険
福
祉
課
長

国
保
運
営
委
員
の
研
修
は
国
保
連

合
会
が
会
長
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
が
、
研
修
の
機
会
は
少
な
い
。
目

的
に
そ
え
る
よ
う
様
々
な
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

（
質
問
六
）

③
奈
良
県
三
郷
町
は
介
護
予
防
を
推

進
し
高
齢
者
四
〇
〇
人
の
要
介
護
認

定
者
を
一
〇
〇
人
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
ど
ん

な
活
動
に
よ
る
も
の
か
、
ま
た
本
町

の
現
在
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
中
谷
保
険
福
祉
課
長

奈
良
県
三
郷
町
は
、
人
口
規
模
や
、

高
齢
化
率
、
関
西
圏
へ
の
通
勤
圏
内

と
い
う
点
な
ど
本
町
と
似
て
い
る
。

一
〇
〇
人
減
の
理
由
は
、
介
護
予
防

事
業
の
対
象
者
を
、
要
介
護
認
定
を

持
っ
て
な
い
方
に
限
定
し
た
と
こ
ろ
、

事
業
を
利
用
し
た
い
方
が
、
介
護
申

請
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
っ

た
。本

町
の
介
護
認
定
者
は
、
平
成
二

十
九
年
度
末
が
九
六
九
名
で
、
認
定

率
は
一
七
・
一
％
で
あ
る
。
今
後
も

介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

（
答
弁
）
井
住
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長本

町
で
は
、
運
動
機
能
の
維
持
・

向
上
を
図
る
た
め
の
介
護
予
防
教
室

の
開
催
や
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

へ
の
理
解
、
関
心
を
深
め
る
た
め
の

普
及
・
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
、
地
域
で
の
自
主
的
な
介
護

予
防
活
動
と
し
て
、「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
の
普
及
を
徳
島
県
理
学
療

法
士
会
と
協
力
し
、
現
在
は
町
内
四

カ
所
で
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
七
）
水
道
問
題
に
つ
い
て

①
本
町
の
浄
水
場
は
、
三
十
数
年
が

経
ち
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
鳴
門
市
と

の
広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
樫
原
水
道
課
長

現
在
、
鳴
門
市
・
北
島
町
共
同
浄

水
場
基
本
計
画
を
平
成
三
十
年
度
末

の
完
成
に
向
け
進
め
て
い
る
。

先
日
の
第
三
回
鳴
門
市
・
北
島
町

浄
水
場
共
同
化
協
議
会
で
は
、
施
設

能
力
、浄
水
処
理
方
式
が
決
定
さ
れ
た
。

（
質
問
七
）

②
各
地
で
地
震
災
害
や
水
害
被
害
が

続
出
し
て
い
る
。
配
水
管
の
耐
震
化

は
何
％
進
ん
で
い
る
か
。

③
基
幹
管
路
以
外
の
耐
震
化
率
は
ど

れ
ほ
ど
に
な
る
か
。

（
答
弁
）
樫
原
水
道
課
長

本
町
で
は
、
配
水
本
管
を
基
幹
管

路
と
位
置
づ
け
し
、
耐
震
化
率
は
一

〇
〇
％
で
あ
る
が
、
配
水
支
管
は
一

五
・
五
％
で
あ
る
。
今
後
、
基
幹
管

路
の
見
直
し
を
行
い
、
計
画
的
に
耐

震
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
質
問
七
）

④
災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て
、

三
箇
所
の
貯
水
槽
や
浄
水
場
の
貯
水

タ
ン
ク
、
学
校
及
び
公
共
施
設
な
ど
、

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
、
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
樫
原
水
道
課
長

浄
水
場
に
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動

に
対
応
し
た
四
、
四
〇
〇
ト
ン
の
容

量
の
第
二
浄
水
池
が
あ
り
、
災
害
時
、

給
水
袋
で
配
布
可
能
で
あ
る
。

ま
た
北
島
小
学
校
に
二
四
、
〇
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
、
北
小
学
校
に
九
、
三

〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
南
小
学
校
に
二
一
、

〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
中
学
校
に
二
二
、

〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
耐
震
性
貯
水
槽

で
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
と
北
村
団
地
に

六
〇
、
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
ず
つ
、
江

尻
に
四
〇
、
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
備
蓄

が
あ
る
。
町
内
二
十
三
箇
所
の
指
定

避
難
所
に
六
、
二
〇
四
リ
ッ
ト
ル
分

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

（
質
問
七
）

⑤
鳴
門
市
に
は
給
水
車
が
配
備
さ
れ

て
い
る
が
本
町
で
も
配
備
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
補
助
金
制
度
は
な

い
の
か
。

（
答
弁
）
樫
原
水
道
課
長

給
水
車
の
配
備
に
補
助
金
は
受
け

ら
れ
な
い
が
、
高
齢
化
に
伴
い
、
将

来
的
に
は
給
水
車
に
よ
る
給
水
活
動

も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
先
日
の
浄

水
場
共
同
化
協
議
会
で
給
水
車
の
共

同
配
備
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。

【
議
会
傍
聴
のお

知
ら
せ
】

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は

本
会
議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
第
四
回
定
例

会
は
十
二
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、決
定
次
第
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

☎
六
九
八
―
九
八
一
一

お 知 ら せ
「毎月20日はあいさつ運動の日です」

11月のあいさつ運動は11月20日㈫に行います。
あいさつで人と人との心をつなごう。

北島町青少年健全育成町民会議
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（9月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

自
分
の
い
い
と
こ
ろ

見
つ
け
た
よ

友
だ
ち
と

な
か
よ
く
遊
べ
る
こ
と

友
だ
ち
に
も

見
つ
け
て
も
ら
っ
た
よ

走
る
の
が
は
や
い
こ
と

字
が
き
れ
い
な
こ
と

私
に
い
っ
ぱ
い

い
い
と
こ
ろ

う
れ
し
い
な

友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ

見
つ
け
た
よ

い
つ
も
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
こ
と

計
算
が
は
や
い
こ
と

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん

見
つ
か
っ
た

そ
れ
を
伝
え
る
と

う
れ
し
そ
う

私
も
と
っ
て
も

う
れ
し
く
な
っ
た

ま
だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い

友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ

伝
え
た
ら

気
持
ち
よ
く
な
る

い
い
と
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

見
つ
け
た
い
な
あ

ど
り
ょ
く
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に

ば
か
に
す
る

そ
の
人
の
ほ
う
が

お
か
し
い

だ
っ
て
一
人
一
人

ち
が
う
と
こ
ろ
が

あ
る
の
だ
か
ら

わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に
は

や
さ
し
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る

水
泳
け
ん
定
の
と
き

五
十
メ
ー
ト
ル
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
た

「
が
ん
ば
れ
。」

「
あ
と
少
し
。」

み
ん
な
の

大
き
な
声
が

わ
た
し
の
耳
に
入
っ
て
き
た

そ
の
声
の
お
か
げ
で

さ
い
後
ま
で

泳
げ
た

そ
れ
が

と
て
も

う
れ
し
か
っ
た

次
は

わ
た
し
が

お
う
え
ん
す
る
番

い
い
と
こ
ろ
み
つ
け

北
島
小
学
校
三
年（
現
四
年
）

矢
部

綾
香

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

北島小1年 日浦 涼介

お
う
え
ん
一
つ
で

う
れ
し
く
な
っ
た

北
島
小
学
校
三
年（
現
四
年
）

桑
原

美
咲

北島小5年 山田 理慧

挾

谷

黎

音

未

夢

る

い

長
男

琉

威

中

村

井

村

弘

明

朝

香

ゆ
ず

み

長
女

柚

美

江

尻

田

中

達

也

真

代

ゆ
う

り

長
男

祐

吏

中

村

松

枝

賢

二

容

子

さ

く

長
男

朔

久

江

尻

中

川

賢

人

理

奈

え

ま

長
女

絵

茉

鯛

浜

金

澤

健

司

裕

貴

と
も

や

二
男

智

矢

鯛

浜

中

川

克

文

玲

子

ゆ
い

き

二
男

結

貴

鯛

浜

藤

岡

健

造

ま

み

長
女

れ

い

高

房

���
日

下

貴

大

鯛

浜

細

川

夏

奈

鯛

浜

���
重

本

淳
一
郎

北

村

佐
々
木

舞

山
口
県

���
高

橋

祥

治

江

尻

佐

野

瞳

江

尻

���
藤

原

良

中

村

上

野

由

華

徳
島
市

���
林

孝

憲

鯛

浜

酒

巻

未

来

鯛

浜

���
田

上

拳

伍

鯛

浜

武

田

真

帆

鯛

浜

三

木

敏

子
（
88
歳
）
北

村

杉

原

久

恵
（
85
歳
）
江

尻

藤

田

多
恵
子
（
66
歳
）
鯛

浜

後

藤

晋
三
郎
（
93
歳
）
太
郎
八
須

森

薫
（
68
歳
）
中

村

澤

下

知

子
（
68
歳
）
中

村

柳

谷

�

則
（
70
歳
）
北

村

原

武
（
82
歳
）
鯛

浜

眞

島

優
（
79
歳
）
太
郎
八
須

婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
は

事
前
審
査
を
お
勧
め
し
ま
す

夜
間
や
休
日
の
婚
姻
等
の
届
出
は
、

書
類
不
備
等
で
不
受
理
（
返
却
）
と

な
る
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
押
印
、

添
付
書
類
等
を
揃
え
た
上
で
の
事
前

審
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
事
前
審
査
は
平
日
九
時
か
ら
十
七

時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

住
民
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
四

（北島小学校人権作品より）
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と
く
し
ま
混
声
合
唱
団

ハ
ー
ト
フ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
十
一
月
二
十
四
日
㈯

十
四

時
〜

無
料

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
▼
徳
島
混
声
合
唱
団

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
月
の
砂
漠－

証

城
寺
の
狸
囃
子－

み
か
ん
の
花
咲

く
丘－

汽
車
の
う
た－

ど
ん
ぐ
り

こ
ろ
こ
ろ－

里
の
秋－

赤
と
ん

ぼ
」、合
唱
曲「
み
や
こ
わ
す
れ
」か

ら「
薔
薇
の
か
お
り
の
夕
ぐ
れ
」他

ギ
タ
ー
教
授
45
周
年
＆
古
希
記
念

川
竹
道
夫
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
▼
十
一
月
二
十
五
日
㈰

十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
一
般
二
、
〇
〇
〇

円
、
学
生
一
、
五
〇
〇
円
（
当
日

各
五
〇
〇
円
増
）

賛
助
出
演
▼
徳
永
真
一
郎
、
浅
田
侑

子
演
奏
予
定
曲
目
▼「
組
曲
」（
Ｈ.

パ
ー

セ
ル
）「
幻
想
曲
第
2
番
」（
Ｆ.

ソ
ル
）「
南
の
ソ
ナ
チ
ネ
」（
Ｍ.

ポ
ン
セ
）
他

主
催
▼
徳
島
ギ
タ
ー
協
会

（
川
竹
☎
六
三
一
・
七
八
九
三
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
▼
エ
ミ
ー
ル
・
カ
ル

チ
ャ
ー
＆
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
、
北
島

町
立
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
、
黒
崎

楽
器
店
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
喫
茶「
み

き
」徳

島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
十
二
月
一
日
㈯
〜
二
日
㈰

十
時
〜
十
七
時

＊
最
終
日
は
十
六
時
終
了

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
▼
徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
川
久
保
☎
〇
八

〇
・
三
一
六
二
・
二
二
三
四
）

な
つ
か
し
の
へ
や

日
時
▼
十
二
月
七
日
㈮

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

対
象
▼
ど
な
た
で
も

内
容
▼
金
長
だ
ぬ
き
の
お
は
な
し
他

■
毎
年
好
評
の
な
つ
か
し
い
昭
和
を

振
り
返
る
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し

会
で
す
。「
金
長
だ
ぬ
き
」
の
お
話

を
北
島
町
内
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
も
く
せ
い
会
」
の
み
な
さ
ん
が
ご

紹
介
く
だ
さ
い
ま
す
。

故
竹
内
晃
子
遺
作
展

日
時
▼
十
二
月
八
日
㈯
〜
九
日
㈰

十
時
〜
十
八
時

＊
最
終
日
は
十
七
時
終
了

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
竹
内
良
子
（
☎
〇
八
〇
・
二

九
九
五
・
六
六
六
三
）

■
ろ
う
け
つ
染
め
、
型
染
、
草
木
染

め
、
藍
染
に
よ
る
着
物
、
反
物
、
羽

織
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、
竹
内
晃

子
さ
ん
の
遺
作
品
を
展
示
。

北
島
名
店
街
Ｔ
Ｖ
ア
ー
カ
イ
ブ
展

日
時
▼
十
二
月
十
四
日
㈮
〜
十
六
日
㈰

十
時
〜
十
八
時

＊
最
終
日
は
十
七
時
終
了

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
商
工
会
（
☎
六
九

八
・
二
二
七
五
）

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
本
郷
和
人
『
東
大
教
授
が
教
え
る

や
ば
い
日
本
史
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

●
香
川
元
太
郎
『
忍
者
の
迷
路
』
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
社

●
野
中
柊
『
魔
法
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・

パ
イ
』
理
論
社

●
柳
本
光
晴
『
響－

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

－
』
小
学
館

●
く
せ
さ
な
え
『
し
ゅ
わ
し
ゅ
わ
村

の
ゆ
か
い
な
の
り
も
の
（
手
話
で
は

な
そ
う
）
偕
成
社

《
一

般

書
》

●
芳
賀
真
理
子
『
こ
こ
ろ
の
「
雑
談

外
来
」
本
日
も
診
療
中
。』
い
の
ち

の
こ
と
ば
社

●
住
吉
達
也
『
ザ
ッ
ソ
ー
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
異
動
ス
ー
パ
ー
と
く
し
丸
の
キ

セ
キ
』
西
日
本
出
版
社

●
清
原
和
博
『
清
原
和
博

告
白
』

文
藝
春
秋

●
岩
井
三
四
二
『
政
宗
の
遺
言
』
エ

イ
チ
ア
ン
ド
ア
イ

●
黒
田
悠
月
『
悪
役
令
嬢
に
な
り
ま

し
た
。』
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス

●
山
田
正
紀
『
バ
ッ
ト
ラ
ン
ド
』
河

出
書
房
新
社

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
まま
しし
ょょ
うう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
《12月》

3日㈪
10日㈪
17日㈪
20日（第3木・館内

整理日）
24日（月・祝）
25日（火・振替休）
29日㈯～

1月4日㈮

《11月》
5日㈪
12日㈪
15日（第3木・館内

整理日）
19日㈪
23日（金・祝）
26日㈪

☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇
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新喜来 正村 敏純「夏の除草」町報フォトグラフィ
撮影
データ

カメラ SONY α7Ⅲ デジタル
レンズ 28－75 F2．8
絞り値 F2．8
シャッター速度 1／500
ISO感度 160

堤防の斜面の草刈をした雑草がドラム缶のようになっていて面
白いので撮りました。

11
月
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税

十
一
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
五

期
）
及
び
町
・
県
民
税
（
三
期
）
の

納
期
で
す
。

納
期
限

十
一
月
三
十
日
㈮

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

税
務
課（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
三
）

催

し

二
〇
一
八
世
界
の
料
理

KIFA
W
orld

Famous
Cooking

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
イ
ン
ド
カ
レ
ー

と
お
国
紹
介

国
際
交
流
協
会
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
企
画

で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
英
語
助

手
Ａ.

Ｊ.

リ
ト
ル
ボ
ー
イ
さ
ん
に
、

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
イ
ン
ド
チ
キ
ン
カ

レ
ー
と
デ
ザ
ー
ト
の
イ
ー
ト
ン
メ
ス

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
留
学
生

と
一
緒
に
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。
で

き
た
お
料
理
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
昼
食
に
い
た
だ
き
ま
す
。
食
事

の
あ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
と
観
光

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
沢
山

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

必
ず
エ
プ
ロ
ン
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
日
時
】
十
一
月
十
八
日
㈰

十
時
〜
十
四
時

【
場
所
】
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
二
階

【
参
加
費
】
会
員
・
外
国
人
留
学
生
・

中
高
生
は
無
料
、
非
会
員
は
千
円

（
当
日
入
会
可
能
）

【
連
絡
先
】
三
郎
丸

☎
〇
九
〇
―
八
六
九
八
―
八
〇
一
五

E-mail:kifa.tokushima@gmail.com

募

集

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

■
電
気
設
備
技
術
科

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

【
訓
練
期
間
】
六
か
月

〔
一
月
四
日
〜
六
月
二
十
八
日
〕

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

■
住
環
境
計
画
科

【
訓
練
期
間
】
七
か
月

〔
一
月
四
日
〜
七
月
二
十
九
日
〕

【
対
象
者
】
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
（
選
考
あ
り
）

【
受
講
料
】
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

【
募
集
期
間
】

十
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
日

【
お
問
合
せ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

徳
島
（
☎
六
五
四
―
五
一
〇
二
）

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．11 第865号 （３０）
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